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  第一章 新約聖書：大いなる移行


  私たちの父、私たちの神よ、私たちはあなたにいま求めます、「光あれ」と言われたあなたが、このとき私たちの心の中を照らして、「イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えて」くださいますように。この御顔を私たちは今ともに求めます。私たちはあなたの御顔を求めます。覆いは取り去られていることを感謝します。天が開かれていることを感謝します。聖霊が来臨されたことを感謝します。私たちが祈り求めているのは私たちの必要についてです――私たちはそれを深く自覚しています――私たち自身は無能であり、無力であり、何もできませんし、あなたにふさわしいことを何も言えません。ああ、主よ、あなたに徹底的に依存していることを私たちは告白します。しかし、あなたに申し上げます、私たちはあなたに信頼すると。今、この時を、あの開かれた天、あの御霊の油塗り、イエス・キリストの御顔にあるあの啓示の益にあずかる時としてください。御名の中で求めます。アーメン。


  



  この週の最初の集会、この朝の集会では、私たちの黙想のために基礎を据えたいと思います。旧約聖書と新約聖書の幾つかの節に向かってください。創世記五章二節から始めると、「男と女に神は彼らを創造し、彼らを祝福し、彼らの名を人と呼ばれた」（アメリカ標準訳）と述べられています。さて、新約聖書のコリント人への第一の手紙十五章四五～四九節に移ると、こう述べられています、「そこで、『最初の人は生きた魂となった』と書かれていますが、最後のアダムは命を与える御霊となりました。しかし、霊のものが最初ではなく、天然のものが最初であり、それから霊のものです。最初の人は地から出て地的であり、第二の人は天から出ています。地的な人に、地的な人々は同じであり、天的な人に、天的な人々もまた同じです。私たちは、地的な人のかたちを帯びているのと同じように、天的な人のかたちをも帯びることになります（または、帯びようではありませんか）」（アメリカ標準訳）。


  次に、コロサイ人への手紙三章九節を見てください。「互いに偽りを言ってはいけません。あなたたちは古い人をその行いと共に脱ぎ捨てて、新しい人を着たのです。その新しい人は、それを創造された方のかたちにしたがって、知識へと至るように新しくされつつあります。そこにはギリシャ人とユダヤ人、割礼と無割礼、未開人、スクテヤ人、奴隷、自由人はありえません。キリストがすべてであり、すべての中におられるのです」（アメリカ標準訳）。


  最後に、ヘブル人への手紙二章五節はこう述べています、「神は、私たちが語っている来るべき世界を、御使いたちに服従させることはされませんでした。しかし、ある人がある箇所で証しをして言っています。『人は何者なので、あなたはみこころにとめられるのですか？人の子は何者なので、あなたは顧みられるのですか？』」。


  すでに述べたように、この朝の集会では、私たちの黙想のために基礎を据えることにします。やや一般的・包括的になりますが、後で内容に進んで実際的核心に迫ることにします。しかしまず、私たちの前にあるものに関する包括的見解・ビジョンを持つ必要があります。


  きっと、今回ここにいるあなたたちの中には数々の問題を抱えている人が二、三人いるにちがいありません。また、今日、クリスチャンたちは世界中の至る所で多くの問題を抱えていることに私は気づいています。それは（大抵の場合とは異なり）自分自身の霊的生活や自分自身に関する問題ではなく、他のクリスチャンに関する問題です。あるいは、教会全般に関する問題であり、おそらく地元の教会に関する問題です。また、この世に関する問題もあります。これらの問題は多様であり、私たちの霊の命を干上がらせ、私たちの霊的成長を大いに停滞・遅延させがちです。状況はこのとおりです。多くのクリスチャンは今日そうなっています。彼らは栄光を見失っています。彼らの目が内側や地の方を向いているからです。これが彼らの問題です。


  イスラエルの民がヨルダン川を渡って約束の地に入った時のことは覚えておられるでしょう。彼らに対する御言葉はこうでした、「あなたたちと契約の箱との間には、二千キュビトの距離を置かなければならない。それは、あなたたちは今までこの道を通ったことがないからだ」（ヨシ三・三～四の言い替え）。この「あなたたちと契約の箱との間には、二千キュビトの距離を置かなければならない。それは、あなたたちは今までこの道を通ったことがないからだ」という単純な指示は、深遠な知恵の豊かな宝庫です。状況に近づきすぎるなら、展望を失い、道を失います。あまり近づきすぎてはいけません。釣り合いを保って、全体像を見なさい。


  さて、あなたたちは私と共に次のことに同意するのではないでしょうか。すなわち、私たちは状況に近づきすぎて、状況で頭がいっぱいになってしまったのです。そうではないでしょうか？私たちのキリスト教の教理でさえそうです――それは尊く、重要な、決定的で不可欠なものです――しかし、私たちは自分の教理を孤立させて、それらをすべてとしてきたのです。十字架に関する教理をすべてとすることすらできます。今日多くのクリスチャンたちを取り巻いている輪のような多くの他の事柄について述べることもできます。彼らにはその輪の向こうが見えません。それを超えるものは何も見えません。彼らと話をしても、彼らはそれ以外の何ものにも興味がありません。毎回それに戻って来て、あなたをそれに縛り付けます。全体をバランスよく俯瞰して見渡さなくなったことが、私たちの問題の多くの原因であり、私たちの停滞した霊的生活の多くの原因です。


  さて、なぜ私はこれを述べているのでしょう？二つの理由のためです。あなたは自分の個人的問題よりも大きな視野を持たなければなりません。そして、それらを関連付けて見なければなりません。私は相対性科学についてはあまりよく知りませんが、関連性・相対性の原理を大いに強調します。私たちはすべてのものを、それ以外のすべてのものと関連付けて見なければなりません。たんにそれ自体が目的であるものとして見てはなりません。今朝、私の心にあるものをあなたたちと分かち合いたいと思います。今、私がひしひしと感じているのは、霊的生活のこの包括的背景についてです。その偉大さ、巨大さ、広大さを捉えることです。


  さて、広大さは、もちろん、人に畏敬の念を起こさせることができます、立ち尽くして息を呑むほどにです。しかし、広大さは人を解放することもできます。自分がキリストにあってその中に召されたものの偉大さをあなたは目にします！キリストの偉大さです！ああ、私たちが今週、私たちクリスチャンの召しの無限性を新たに理解して把握できたなら、私たちは立ち去る時、解放された民になっているでしょう。では、これを背景として始めることにしましょう。


  人類が神の目標である


  今朝、私たちは聖書の多くの節を読みました。私は同様のもっと多くの節を加えたいと思いましたが、出発点としてはこれで十分です。これらの節がいったい何について述べているのかわかるでしょうか？最初の創世記から聖書全体を通して、それは一つのもの、すなわち人についてです。否、二人の人についてです。そして、私たちが専念しようとしているのは、この二つの人性、もしくは二つの人類についてです。なぜなら、それらが全聖書の主題だからです。聖書は神と人の物語であり、すべてはそれに集約されます。聖書の内容はすべてこれと関係しています。


  もちろん、聖書は神と共に始まります。「初めに神が……」。第一に、私たちは神の事実を持ちます。ここからあなたは始めます。そして、間もなく人に出会います。人の歴史は神と共に始まります。事実としての神と共に始まります――すべてを開始し、主導権をとられる神、働かれる神と共に始まります――神の御心が行動となって現われ、御心にしたがって神は行動されます。これが聖書の原則であることを思い出してください。神の御心が知りたければ、神の行いによってわかります。行おうと神が言われたことによって必ずわかるとはかぎりません。大抵、神の御心が啓示されるのは、神があなたの耳に語られることによってよりも、神があなたを取り扱われる方法によっての方が多いのです。


  神は行動によって語っておられます。御業によって大声で語っておられます。神の御心は神の行動によって啓示されています。神は働いておられます。人のためにすべてを整えるために働いておられます。神がこの準備をして、人を連れてきた時、神は「もはやなすべきことはありません。これで休めます」と仰せられました。そして、ご自身が用意した場所・舞台に人を導入した時、神は安息されました。


  新約聖書が告げているように、この人アダムは来るべき方の絵図です。その御方の中に、神は最終的に完全な安息を見いだされます。人は構成され、調整され、環境を与えられ、試験されました。神の権益はすべて人を中心としていました。物が中心ではありませんでした。神の目標は物ではありません。人が神の目標です。人類が神の目標です。


  この思想と共に、私たちは神の関心のまさに中心である人類に戻ります。しかし、かの人アダムは神を失望させ、その期待を裏切り、神によって退けられました。そしてその時、神は再び行動されました。別の方、別の人を暗示することにより再び行動されました。この方は代表者たる人であり、神は世の基を据える前からこの人を予め定めておられました。この人は予め定められていましたが、そのとき予言・予示されました。そして、この人に対する神の反応のあの線が、この別の人を背景として、旧約聖書中を赤い紐のように貫いています。絵図、型、預言、選民の系譜の霊的歴史の中で、すべてがあのもう一方の人、あのもう一方の人性、この別の人類に向かって進んで行き、ついに新約聖書に至ります。


  新約聖書は人類の転機です。あなたはキリスト教をこう捉えたことはあるでしょうか？あるいは、あなたはキリスト教の一部分、その断片しか捉えてこなかったのではないでしょうか。例えば、人の罪の贖い、人の個人的救い、人が永遠の希望と栄光を得ることです。これらはみな救いの一部であり、私たちはそれらを大いに重じてきました。もちろん、部分をいくら重んじても、部分は全体に及びません。そして、親愛なる友よ、私たちは今、キリスト教に関する自分の観念・理念を再調整して、主イエスの来臨と共に人類史は転機を迎えたことを見なければなりません。それは一つの人類、ある種の人を最終的に退けて、イエス・キリストのパースンを持つ全く別の種類の人類を導入する転機です。これを把握する時、あなたの全聖書は生き生きとしたものになります。生き生きとしたものになります。


  何の中に私たちは入ったのでしょう？再生とは何でしょう？それは回心、「再び生まれる」こととも呼ばれますし、再生とも呼ばれます。私たちがその中に入ったこのものは何でしょう？――それは全く異なる別の人類の中へと生まれて、被造物の異なる種族、つまり、人類の異なる種の一員となることです。新約聖書と共に、人類史の途方もない転機、人類の転機が導入されます。私たちの新約聖書と共に、別の人類が導入されます。それは神が得ることになる、完全かつ最終的な種類の人類です。そして、途方もないことに、完全な人の特質がこの代表者たる方の中にすべて見いだされるのです。これが私たちの新約聖書と共に導入されます。


  イエスは人類に対して独特な関係にあります。光線がこの偉大な事実に集中する様が見えないでしょうか？この人類の一部であるあなたや私に対して神がしておられることは何でしょう？彼は何をしておられるのでしょう？何を求めておられるのでしょう？神の御手の下で私たちが経験していることにはどんな理由があるのでしょう？


  神の御手の下に服す時、私たちはこれを通ることになります。今週、私たちは何を期待しているのでしょう？ここから去って行く時、あなたは友人たちに会うでしょう。そして、彼らは「幸いな時をすごしましたか？」と尋ねるでしょう。私がかつて参加した大会について、以前あなたたちにお話ししたと思います。その最後に、その集会が自分にとって何を意味したのかについての証しが奉仕者たちから求められました。一人一人立ち上がって、「ああ、私は素晴らしい時を過ごしました。栄光の時を過ごしました。これは私の人生で最良の時でした……」云々と言いました。それから一人の人が立ち上がりました。彼の目は赤く、その顔はこわばっていました。彼は言いました、「私にはわけがわかりません。私は恐ろしい時を過ごしました。今週は私にとって悲惨なものでした。大事にしていたものがすっかりなくなってしまいました。私には新しいキリスト、自分が知っているよりも大きなキリストが必要です」。あなたは今週何を期待しているのでしょう？まあ、あなたが素晴らしい時を過ごされるよう私は希望します。しかしあなたの「素晴らしい時」は、親愛なる友よ、永遠の光の中ではとても酷い時かもしれません！その真の結果を見るなら、惨憺たる気持ちになるかもしれません。


  神は何をしておられるのでしょう？――神は一つの種類の人性を滅ぼしておられます。日が経つにつれて、私たちはこれを理解するようになります。神はそうしておられます。あなたの経験がどうか、私にはわかりません。しかし、それが自分の経験であることを私は知っています。これが最も用いられ祝福された神の僕たちの多くの経験であることを私は知っています――つまり、彼らは悲惨な時を通っているのです。霊的に彼らはこの地点に到達しました。主が実際に彼らの傍らに立ち、担い、面倒を見てくださらなければ、彼らの長い霊的経験さえも終わってしまう地点です。どんな過去があろうと、主が新たな形で臨んでくださらなければ持ちこたえられません。多くの人にとってこれは真実ではないでしょうか？そうです、これが彼が行っておられることです。彼は二つの人類というまさにこの立場の上で働いておられます―― 一方は生来の私たちであるところのものであり、他方はキリストの中で私たちがそうであるところのものです。


  ですから、今回私たちが専念するのは、まず第一にこの人なる御方を見ることです。この人なる御方を見ることです。私は祈ります、切に祈ります。この週が終わった時、あなたたちの多くがご存じの詩の以下の言葉で私たちの心を真に表現することができますように。以下はこの素晴らしい詩から抜粋した数節です。


  
    「キリスト」


    私はキリストのものです、この御名で私を満ち足らせてください。


    永遠に、彼は私を大いに満ち足らせてくださいます。


    そうです、一生の間、死、悲しみ、


    罪を通る時も、


    彼は私を満ち足らせてくださいます。これまで満ち足らせてくださったがゆえに。


    キリストは最後です、キリストは初めであられたがゆえに。


    キリストは初めです、最後はキリストであるがゆえに。
  


  これらの言葉は、この時の結果として私たち全員が願っているもの――キリスト――を言い表しています。


  キリストを新たに捕えること。


  キリストに関する新たな、素晴らしい認識。


  神の宇宙におけるキリストの意義を新たに見ること。


  さて、この序論の残りの少しの時間、私はこの一点を指摘したいと思います。私たちの聖書のまさに核心・中心は途方もない移行であることを、あなたは認識していたでしょうか？（おそらく、このような言葉では述べてこなかったかもしれませんが）あなたはこれを認識していたでしょうか？聖書の核心で旧約聖書は終わり、新約聖書が始まります。なぜなら、ここに人類史の両半分、人類の両半分があるからです。まさにそこで、その時、私たちはこの大いなる途方もない移行に出会います。新約聖書を完全に占めているのは、一つの人類から別の人類への移行・動きの意義と性質、その事実です。


  私がこう述べるだけで、あなたは自分の新約聖書の中の多くの節を思い出すでしょう。まず第一に、それは一人の人から別の人への移行です。アダムからキリストへの移行です。これは一コリント十五章の「最初の人」という句からわかります。神は「彼」を人と呼ばれたのでしょうか？いいえ、神は「彼ら」を人と呼ばれたのです（創五・二）。これは種族のことです。人類のことです。創世記五章の欄外からわかるように「アダム」と「人」は同じものです。「神は彼らを『人』と呼ばれた」。そして新約聖書は一つの人類から別の人類へのこの移行、一人の人類の頭また包括的人物から別の方へのこの移行と大いに関係しています。それは新しい人類であり、この移行を超えて進みます。それは種族的なものであり、アダムからキリストへ、最初の人から最後の人への移行です。


  第二に、一つの国民から別の国民への移行があります。これについてはイスラエルに関して多くの議論の余地があることを私は承知しています。それにもかかわらず、新約聖書とキリストご自身が大いに強調しています、「神の王国はあなたたち（すなわちイスラエル）から取り去られて、多くの実を結ぶ国民に与えられます」と。天的な実であって、地的な実ではありません。一つの国民から別の国民への移行です。


  そしてペテロ、ああ、ペテロよ！私はペテロに驚きます。あなたもそうではないでしょうか？！ユダヤ教的伝統主義者だった頃の彼は、カイザリヤの異邦人に関して、コルネリオの家に行くことに関して主と争い、「それはだめです、主よ」という矛盾する言葉を主に向かって発しさえしました。「主よ」という言葉と「それはだめです」という言葉を同時に言うことはできません。かたやパウロがキリストに出会った時に言ったことは覚えておられるでしょう。「主よ、あなたは私に何をさせようとしておられるのですか？」。しかし、ペテロは自分の伝統からあまり脱却しませんでした。アンテオケですら――本心を偽ったのです。エルサレムからヤコブと長老たちが下って来た時、ペテロは異邦人と一緒に食事をすることから身を引きました。彼には依然として喪服が少し残っています。しかし、全くもって驚くべきことに、彼の手紙に移ると彼は脱却しています。「あなたたちは選ばれた種族です」。誰がでしょう？ポント、ガラテヤ、カパドキヤ、ビテニヤに散らされている聖徒たちです。選ばれた種族です。彼は一つの国民から脱却して、今や別の国民の中に入っています。この人の中でこの移行が完了しました。しかし、それは戦いでした。天然の人とのこの旧来のつながりに関して常に戦いがあります。私たちはこれについてさらに多くのことを見ることになります。


  次に、これは一つのエコノミーから別のエコノミーへの移行です。あなたたちのヘブル人への手紙はこの移行に対する一つの確かな根拠です。一つの句が関連する言葉と共に新約聖書の中で絶えず繰り返されることに、私は強い感銘を受けます。その句とは「～ではなく（Not）、しかし（But）」です。ヨハネがその口火を切ったのではないでしょうか？キリストはサマリヤの女に言われました、「この山ではなく、エルサレムでもなく、しかし霊の中で」（ヨハネ四・二一、二四の言い替え）。「ではなく、でもなく、しかし」――これが何度も繰り返されることがわかります。


  そして、ここで一つのエコノミーから別のエコノミーへのこの大いなる移行に出会います。古いエコノミーは御使いたちの偉大な務めを取り入れていました。これは午前の時間を要する主題です。古いエコノミーにおける御使いたちの務めです。律法は御使いたちを通して与えられました。御使いたちはギデオンやダニエルを何度も訪れました。大天使たち、御使いたちの素晴らしい務め――しかし、ヘブル人への手紙は「御使いたちにではなく（中略）しかし」という句と共に始まります――「ではなく、しかし」――なんという変化でしょう！そしてそれに続いて、この新しいエコノミーは御使いたちの務めよりも無限に優っていることを述べています。


  そしてヘブル人への手紙の終わりの方に進んで行くと、「あなたたちが来ているのは、火で燃えている手で触ることのできる山ではなく（中略）しかしあなたたちが来ているのは……」というこの移行に関する句の一つに出くわします――かの古いエコノミーから新しいエコノミーの導入へのこの動きはなんと巨大なものか。あなたたちの新約聖書には一つの内容しかありません。それは福音書の中でキリストによって導入され、使徒たちによって追随されました。そしてヘブル人へのこの手紙の場合、この手紙全体の確固たる主題は、一つのエコノミーから別のエコノミーへの移行です。ああ、これを再び読んで、その内容を讃えてください。ヘブル人へのあの手紙を読み返してください。その内容を讃えてください。「ああ、なんというものの中に私たちは導き入れられたことでしょう」。幕屋は？「確かに」と著者は言います。「この地上にしばらくのあいだ幕屋がありました（中略）それはその時が来るまでのことでした」。「それはすべて過ぎ去りました」と彼は言います。「そして今や、手で造られたのではない、神が造られた真の幕屋に、すなわち天の幕屋に私たちは来ています」。この移行がなんと素晴らしいか見てください！―― 一つのエコノミーから別のエコノミーへの過ぎ越しなのです。


  私は中断して問わなければなりません。ここでキリスト教界は正道を踏み外したのではないでしょうか？――


  それは依然として古いエコノミーにしがみついているのではないでしょうか？


  それは依然として喪服をまとっているのではないでしょうか？


  それは依然として形式や方法を伴うモーセのエコノミーのままではないでしょうか？


  それは解放されて天上の中に入っていないのではないでしょうか？


  これこそが、主がここで私たちに望んでおられることです。


  一つの国民から別の国民へ：アブラハムからキリストへ、モーセからキリストへ。一つの主権から別の主権へ：新約聖書がダビデの子孫でありダビデよりも偉大である御子でどれほど満ちているのか、私たちは知っています――御子で満ちています。しかし、それは一つの地的主権からイエス・キリストにある別の天的主権への移行を示しています。


  この移行のこれらの面に印をつけながら読み進むこともできたでしょう。もしヨハネによる福音書に対する鍵をご所望なら、ヨハネはこの福音書全体をただ一つの思想に基づいて書いたことを思い出してください。この福音書全体に対する鍵は、一人の人からキリストへのこの移行です。彼が引き継がれました。これが「わたしは……である（I am）」が頻出する理由です。これらの「わたしは……である（I am）」は古いものを反映していることがわかります。わたしはぶどうの木ではありませんが、「まことのぶどうの木」です。イスラエルはぶどうの木でしたが、彼がまことのぶどうの木として引き継がれました。イスラエルは偽物のぶどうの木でした――実を結びませんでした。


  さて、私はヨハネによる福音書に取りかかるつもりはありませんが、あなたにこの鍵を与えます。この別の人性がキリストのパースンの中でマタイ、マルコ、ルカ、ヨハネの福音書で導入されます。（これがそれらすべての福音書の鍵です）そこから移って、そして悲惨な十字架をくぐり抜けると、使徒行伝の中に入ります。あなたは何の中にいるのでしょう？ああ、使徒行伝のこの素晴らしい解放――移行、移行――の中にいるのです。あの体系全体はなんと荒廃したことでしょう。なぜなら、十字架の荒廃を通して、この別の面――この新しい人性――の出現へと至ったからです。主がどのようにこの古い人性に働きかけてそれを終わらせ、漸進的に今やそれをあるべき所にもたらしつつあるのかに注目してください。


  キリストを知る全き知識の頂点


  ご存じのように、友よ、神は常に何かを目指して遡って働かれます。創造において、彼は遡って働いておられました。それを読み返してください。どうして新約聖書には、再生（regeneration）や和解（reconciliation）といった「再（re）」という小さな接頭語で始まる言葉がこれほど多いのでしょう。みなこの小さな接頭語「再（re）」がついています。なぜなら、彼は遡って働いておられるからです。


  事物は過ぎ去り、過ちに走り、神の道から外れました。そして、神は事物が過ちに走った点に戻られつつあります。神は通常、私たちにそうされます。では神は何から開始されたのでしょう？――世の基が据えられる前からおられた御子です。永遠の過去の熟慮により御子が発端、神の出発点とされました。人はみな過去のゆえに道に迷いました。「私たちはみな羊のように道に迷った」。


  神はご自身の出発点である御子に立ち返られます。キリスト教界は道に迷ってきました。そして、キリスト教界を救う唯一の道は神の出発点に立ち返ることです。御子に関する真の正しい理解に立ち返ることです。


  私は話を先に進めることだけを望んでいるわけではありません。これは私たちに適用されることになります。私は次のことを知っており、それが真実であることを知っています。すなわち、主が私たちの多くに対してなさっているのは私たちを剥ぎ取ることである、ということです。主は私たちが身に着けたものや私たちがその中に入り込んだものを私たちから剥ぎ取っておられます。主はそれらを剥ぎ取って、主イエスかさもなくば無か、という地点に私たちを導いておられます！もし主イエスで駄目なら、生きる目的は何もありません。私たちの中には「主よ、もしあなたが介入してこの場所を満たしてくださらないなら、私たちを取り去ってください。もはや生きる目的は何もありません」と主に向かって述べる境地に達した人々もいます。


  私は信じていますが、主は今日、ご自身の民の多くにそうしておられます。彼らの務めを取り去り、彼らが頼りにしてきた交わりを取り去り、物事、キリスト教的な物事――彼らの働き、彼らの宣べ伝え――さえも取り去っておられます。あなたが宣べ伝え始める時、宣べ伝えに関する幻想が生じます。年を取るにつれて、あなたはこの幻想を克服するようになります……。「主よ、あなたに宣べ伝えるつもりがないなら、私に宣べ伝えさせないでください」とあなたは言うようになります。主はそのようなことをしておられます。ひたすら私たちを剥ぎ取り、私たちから事物を剥ぎ取り、キリスト教的なものさえも剥ぎ取っておられます。そして、主がご自身の地位につくことになります。


  さて、真の啓示の頂点はこれではないでしょうか？！それを使徒パウロの言葉で述べると「私たち全員が……に至るまで」となります。何に至るまででしょう？ああ、翻訳者たちが正確な訳を与えていないのはなんと残念なことか。彼らは「私たち全員が……神の御子を知る知識に至るまで」と述べています。いいえ！「神の御子を知る完全な知識に至るまで……身の丈の度量に至るまで……」です。誰の身の丈の度量でしょう？一人の人です。キリストを知る知識、キリストを知る完全な知識の頂点が私たちの到達点です。では、それは何でしょう？――人なるイエス・キリストの（こう述べるのが許されるなら）複製であるような種類の人です。ですから、主だけになる地点、キリストだけになる地点に私たちはますます近づきつつあります。


  
    私はキリストのものです、この御名に満ち足らせてください。


    ああ、彼についてのさらに大きくて十分な理解を


    得られさえすれば！
  


  さて、私はここでやめることにします。もし主が望まれるなら、明日の朝、この点から続けてさらにこれに迫ることにします。この偉大な舞台・背景と共に――もし私たちがキリストの中にあるなら私たちはその中にあります――まさにこの句は神の御旨に関するこの観念を開示しているのではないでしょうか？！その神の御旨とは、キリストにあって別の人類を持つことです。


  これが主があなたに対して、私に対して行っておられることであり、主は何かを変えつつあります。ああ、それは私たちにとってあまりにも遅々としていることを私は知っています。自分はその道をあまり進んでいるようには思われませんが、主は滅ぼすことと付け加えることとをしておられます。


  しかし、私たちに何がわかるでしょう？しかし、私たちに何がわかるでしょう？ああ、私はこれまでの人生で感じてきた以上に、自分を惨めに感じています。もしキリストのためでなければ、私は今日ここにいなかったでしょう。いいえ、出て行っていたでしょう。私はここにいなかったでしょう。それはストレス、重圧、悩み、惨めさのためであり、塵の中に下って「主よ、あなたは間違いを犯しました。あなたは間違いを犯しました。私はあなたの大きな間違いです。あなたは私を決してこの地位につけるべきではなかったのです」と述べるしかない時を過ごしてきたためです。私たちの経験は常にこうであるように思われます。しかし、ここに私たちはいます。私たちは生き残りました。生き残っただけではありません。ここにいるのです。そして、自分たちはイエス・キリストにある神の力によってここにいる、と私たちは信じています。これを私たちは確かに知っています。ですから、「これはキリストのおかげです、キリストのおかげです、私たちの人生の中におられる力強いキリストのおかげです」と私たちは言うことができます。


  さて、今朝はこれで十分です。彼が何をしておられるのかを見てください。彼が思い描かれたもの――ご自身の冠であり目標である人類――のために彼には素晴らしい御旨があることを、どうか彼が私たちに示してくださいますように。祈りましょう……


  主よ、私たちはあなたに願います、あなたに懇願します、どうか私たちの理解力の目を開いてください。これをたんなる話や教えにしないでください――決して自己目的化させないでください。しかし主よ、あなたの臨在の中で私たちをかがませてください。今回、私たちがあなたと共にあるかどうかが真にわかるのは、たんなる集会出席によってではありません。集会の背後や外で、自分の部屋の中で、自分の心の中でなされる祈りによってです。あなたが何を目指しておられるのか、そしてなぜ私たちをこのように扱っておられるのか、というこの問題について深く考えるよう、どうか私たちを導いてください。私たちをあなたの恵みによって助けてください。主イエスの御名の中で祈ります、アーメン。


  



  第二章 私たちの古い人性の実際的惨状


  主よ、私たちは知っています。私たちは昔の人の一人が大昔に使った言葉を今しがた使いましたが、その人は、語っているのは主であることを理解していませんでした。彼は、語っているのは人――神の人――だと思いましたが、最終的に事実に直面しました。語っているのは人ではなく神だったのです。そして次にあなたご自身に彼は直接話しかけました、「主よ語ってください、僕は聞いております」。私たちは祈ります、主が語っておられる時、語っているのがたんなる人ではなく主である時、どうかそれがわかりますように。そして、ああ、サムエルに対してそうだったように、私たちに対する主の語りかけになんと多くのことがかかっていることでしょう。私たちは神の民の間で力強い権威だったサムエルのようでありたいのです。私たちはあなたに求めます。他のどんな声を通してあなたが語られたとしても、どうか私たちが真にあなたに聞くことができますように……内側で主の御声を聞くことができますように……あなたの御前に行って、私たちが受け取ることをあなたが願っておられる指示や委託を何でも受け取ることができますように。ですから、主よ、今朝、あなたの御名のために私たちを助けてください。アーメン。


  



  私たちの詩歌の本の一つの中に、ある詩歌があります。あなたたちの中には知っている人も知らない人もいるでしょう。それはこう述べています。


  
    私の目標は神ご自身です。


    喜びや祝福ではなく、


    私の神、彼ご自身です。


    御旨に私を導いてください。


    私の意志ではなく御旨に、この地上で、


    どんな代価を払っても、愛する主よ、


    どんな道を通っても。
  


  あまり経験のない若いクリスチャンたちはこれを大いに情熱的に歌います。年配のもっと成熟したクリスチャンたちはこれを心を込めて歌います。あなたはこの最後の数行「どんな代価を払っても、愛する主よ、どんな道を通っても」に同意されるでしょうか。あなたはこれに「同意します」と言います。あなたがそうするとき、何かが起きることをあなたは覚悟しなければなりません。なぜなら、まさにこの立場に基づいて、今朝私たちは一つの課題に直面することになる、と私は強く確信しているからです。それは実際的転機という一つの課題を課すでしょう。その上に、私たち全員の多くにとって、自分が思う以上にとても多くのことがかかっています。


  さて、こう述べておいて先に進むことにしましょう。私たちの集会の今の時間、私たちは二つの人類に専念しています。特に一つの人類から別の人類への移行に専念しています。最初のアダム（これは包括的言葉・語句であり、個人的であるだけでなく団体的でもあります）の人類から最後のアダム――この御方も個人的でありまた団体的です――の人類への移行です。


  今週末、この新しい人類の団体面についてさらに何か述べるかもしれませんが、そこに至るまでに網羅すべきことがたくさんあります。その地点に至るには、この団体面――私たちはそれを教会と称しています――に関する私たちの考えや観念に大きな調整がなされなければならないと思います。この教会という観念について考えを改めなければならないと私は確信しています。しかし、この問題は措いておいて、今朝、私たちはこの移行に、一つの人類から別の人類へのこの過ぎ越しに戻ることにします。全聖書特に新約聖書はこれで満ちています。


  私は自分の言葉を慎重に選んでいます。私はとても注意深くしています。あなたに多くの教えや情報を伝えることに私は少しも関心・興味はありません。そうするには私はあまりにも年老いています。すべては、運命がかかっている命に関わるものを含んでいなければなりません。ですから、私は自分の言葉を慎重に選んでいます。そして、私は次の点を繰り返したいと思います。新約聖書は一つのことで全く占められています（この一つのことには多くの内容がありますが、これが唯一のものです）。すなわち、あの一つの人性、存在の種類――人類――から、別の人性への移行です。この他方の御方であるキリスト、この新しい種族と人類の秩序の第一位である御方の上に、神の御心は最初から定まっていました。人類のこの新秩序は、昨日言及・指摘したように、御使いたちよりも遥かに重要です。小さな子供の頃、「私は御使いになりたい」というささやかな詩歌を歌ったものでした。そうではないでしょうか？神はあなたのために御使いよりも遥かに、遥かに偉大な未来を備えておられます。「御使いたちはこれらのことを見ることを願っています」。それは「彼らはこれを見ることを願っています」と述べています。「御使いたちではなく、人に」――これがこの被造物について神が御心に抱いておられる最高の御旨であり、この被造物においては御子であるキリストが第一――その始まり――です。


  転換：聖霊の支配の中で


  ですから、あなたの新約聖書の中であなたが出会うものは、いずれにせよ、この転換です。また、私たちが自分自身の霊的経験の中で出会うものはすべて、もし私たちが真に聖霊の御手の中にあるなら、これと関係しています。「ああ、私はこの経験を通っているところであり、この困難を抱えているところです。私は悲しみのこの道、困惑のこの道を通っています」とあなたは言います。どうであれ、それはみな聖霊の支配下にあり、この移行と関係しています。一つの立場から別の立場への、一つの種類の人から別の種類の人への動きと関係しています。その焦点は目下のところ、あなたのいる状況にあります。良い状況であれ、悪い状況であれ、そうです。「どんな道を通っても、どんな代価を払っても」とあるとおりです。


  そして、まずは黙想するのが心地よくない次の点から始めることにします。それは何でしょう？一つの種類の人性の実際的滅びが絶対に必要だということです。私は実際的という言葉を強調します。私たちの古い人性の教理的、理論的、神学的、哲学的滅びではなく、実際的滅びです。


  旧約聖書は最初から最後まで、一方において次のことに満ちていることに、あなたは気づいているでしょうか。すなわち、きわめて有利な条件下でも、この人性は神を満足させられないことを明らかにしているのです。神は一つの民を召し出し、ご自身に結び付けて、ご自身のものとされました。彼らが彼の立場にとどまっている間、神はあらゆる地的な現世的祝福――霊的祝福ではありません――で彼らを祝福されました。彼らが戒めに従順でありさえすれば、彼らの香油、たくわえ、かご、家族、仕事は祝福され、この地上のすべてが栄えました。神はご自身の主権の下で、エデンの園のあいだずっと、またイスラエルの時代のあいだずっと、彼らに素晴らしいエコノミーをお与えになりました。それなのに、私たちの旧約聖書の最後はどうなっているでしょう？どんな条件下でも、神が一時的に与えられた全く有利な条件下でさえも、この種類の人性は失敗したのです。それは悲劇的物語であり、旧約聖書はそこで閉じざるをえません。この人性は目標に到達せず、失敗しました。この面については、神との関係における人類の歴史全体にわたって、「失敗だった」と特筆しなければなりません。


  さて、新約聖書に入ると、どんな出来事に出くわすでしょう？この問題はすべて、新約聖書で絶頂に至ります。神が踏み込んで介入し、一つの線に沿って仰せられました、「わたしたちは徹底的かつ積極的にこれを絶頂・極点に至らせます。しかしそうするには、なぜわたしたちがこの人性を絶頂・極点に至らせる必要があるのかを、すべての歴史と時代の人々に見て知ってもらわなければなりません」。ああ、私たちはたんなる幻想に興味はありませんが、これは魅力的です。一度見だすと、心を掴まれます。


  神類の人：この異質な人


  ですから、いわゆる四福音書は時や出来事の順序にしたがっていません。この四福音書は何でしょう？二つのものです。もちろん、四福音書は神類の人の導入です。彼は地上に置かれ、次に神類の人と並んで別種の人が配置されます。この観点からこれらの福音書を読むと、衝撃を受けずにはいられません。この異質な人――神がただ中に置かれたこの人――の傍らで人が暴露されるのを見て、衝撃的という言葉しかありません。この光の中であなたの福音書を読んでください。この人に対する人々の反応を見てください。恐ろしくないでしょうか？さかしくもこの人に反対するとは一体何事か、と時々疑問に思います。


  さて、福音書では、この種類の人の暴露、露出、発現がますます激化していきます。この悪意、この憎しみ、この偏見、この邪悪さが新たに激化するように思われる時点に注意してください。誰に対してでしょう？ああ、私の主が何をしたというのでしょう？この怒りや悪意は何を意味するのでしょう？まさに十字架の時に至るまで、これが激化していきます。もちろん、彼はバプテスマ以降、十字架につけられた人の立場に基づいて行動されたことは覚えておられるでしょう。これは意義深い事実であり、敵対勢力が働いている不可視の領域ではなおさらです。


  神に対して「否」と言う心


  しかし、今や、実際に十字架の時に至ります。磔殺の前の時とその瞬間に至ります。この十字架をめぐって人類のあらゆる面が示されます。内側の輪からより広い輪に至るまで、すべてがそこにあります。そして、その焦点はイエスの十字架です。この十字架は何を明らかにしているのでしょう？これに関する二、三の事例を取り上げましょう。歴史上最高の宗教組織・体制の最高代表者から始めることにします。


  カヤパはイスラエルの大祭司であり、この民族は公式にこの人を中心にまとまっています――彼はこの国民の代表者です。カヤパがこの劇の主人公である、これらの記事をまとめた物語を読んでください。私や人の言葉では、この異質な人を前にしたこの人を描写できません。この人を何とか描写する唯一可能な描写、唯一可能な言葉は、かなり昔にイザヤによって預言されたものだと思います。覚えておられるでしょうか？イザヤ書六章の言葉はよくご存じでしょう。「誰がわれわれのために行くだろうか？……」という主の要請に預言者は応じて、「ここに私がおります。私を遣わしてください！」とイザヤは言いました。主は彼に何と言われたでしょう？……彼は言われました（主は言われました）「行ってこの民に告げよ。『よく聞け、しかし理解してはならない。よく見よ、しかし悟ってはならない』。この民の心を肥え太らせ、彼らの耳を鈍くし、彼らの目を閉ざせ。それは、彼らが自分の目で見ず、自分の耳で聞かず、自分の心で理解せず、立ち返らず、癒されることのないためである」。これは恐ろしく聞こえます。「……しないためである。……しないためである。彼らが立ち返らないためである」。彼らがそうできないようにせよ、自分の道を引き返す彼らの能力を取り去れ。これは恐ろしくないでしょうか？


  しかし、ここでは何を扱っているのでしょう――心のかたくなさです。それは御言葉に対して、預言者たちに対して、神が与えられたいっさいの啓示に対して、ひたすら何度もかたくなになります。かたくなになり続けて、とうとう引き返せない点を超えてしまいました。神は言われました、「あなたは自分の心をあまりにもかたくなにして、わたしの道に対してあまりにも積極的に『否』と言ってきたので、もう治療できません」。これが十字架でのカヤパとイスラエルです。神に対して「否」という心です。


  至高の権を持つ御方の御前における、なんという心、なんという暴露、人の可能性のなんという啓示でしょう。そうです、それまで進行していたことが今や明らかになります。その始まりは、おそらく、とても単純なものだったでしょう。しかし、それは成長し続けて――引き返すこともできたのに引き返せなくなりました――とうとう神がこう仰せられる時になりました、「聞いたり見たりする彼らの能力を取り去れ」。神のあらゆる訴え、嘆願、うめき、涙にもかかわらず、人の心はかたくななままであり、それに対する裁きが十字架で明らかになります――陥りかねない心理について十字架が啓示するところが明らかになります！


  「それはカヤパのことであって、自分のことではない」と言う人がいるかもしれません。もしそう言うなら、あなたは人の心がわかっていないのです。もし心の中で反逆したことは少しもないというなら、もし主に対して「否」と言ったり争ったりするおそれは決してなかったというなら、あなたは人の心がわかっていません。それは存在します。それはカヤパではなくアダムです。これは発達して最後までつきまとうアダムです。


  この人にはなんというチャンスがあったことか


  反逆が高じる中、カヤパからピラトに移ります。ポンテオ・ピラトです！この人にはなんというチャンスがあったことでしょう。ああ、歴史はピラトについてどう述べているでしょう？嫌悪感を覚えずにピラトについて考えることはできません。ピラトは人類のためのチャンスを両手に握っていました。彼はどうしたでしょう？彼は揺れ動いています。右と左に揺れ動いています。時には堅固であるように思われます。しかし、すべてが弱さを物語っています――片側に百パーセント堅く立って、完全かつ決定的な決断を下すことができません。他のだれかに決断を委ねようとしており、責任を放棄しようとしています。……しかし、なぜでしょう？なぜでしょう？――彼は時流に仕える人の代表者です……「もしこの人を釈放するなら、あなたはカエサルの友ではありません」。そうです！――カエサルの好意、この世の自分権益を推進してくれるカエサルの力が大事なのです。「もしこの路線を取ったら、この世の私の権益はすべて危うくなってしまいます。商売上の繁栄や、私の権益を推進する権力を持っている当局者たちとの良い関係が危うくなってしまいます」。彼は時流に仕える人です。そしてピラトは、イエスに味方する決定を下せずに彼を十字架に引き渡した人として、歴史に語り継がれていきます。「彼を連れて行きなさい、あなたたちが彼を連れて行きなさい。すでに述べたように、私は彼になんの非も見いださない。しかし、あなたたちが彼を連れて行って、十字架につけなさい」。何による弱さでしょう？――二心という恐るべき悲劇による弱さです。その主な特徴・要素は「これは私と私の権益にどう影響するのか」です。これが道中ずっと私たちにつきまといます。


  これこそ、イエスご自身が荒野で悪魔と戦われたものだったことがわかります。悪魔は「もし行くと決めた道をあなたが行くなら、あなたにどんな影響があるでしょう、それはあなたにどう影響するでしょう」と言いました。「この世の王国が欲しければ、妥協の道を取りなさい」――これがピラトでした……人の内面のなんという暴露でしょう。


  所有欲


  急いでこの輪の中心近くに迫ることにすると、ユダ・イスカリオテに至ります。不愉快さや軽蔑感を覚えずに、この言葉、この名前を使うことは今ではできないのではないでしょうか。「ユダ」――だれかについて最悪の悪口を述べたい時、「あいつはユダだ」と言います。それはどこかで、とても単純な形で始まりました。主ご自身か（彼は自分のしていることをご存じだったことに気をつけてください）あるいは他の弟子たちがユダに向かって、「これを見てください。人々は私たちに贈物を与えて道中助けてくれるでしょう。だれかにこの贈物の世話をしてもらわなければなりません。ユダよ、あなたがその袋を持っていてください」と言った日に始まりました。


  始まりは単純でしたが、何が起きたでしょう？その地位にあったことで、この人の奥底にあった何かが引き出されました。おそらくユダですらそれを知らなかったでしょうが、これによってそれが引き出されました。その結末はご存じでしょう。一人の人がまたもや引き返せない点を超えてしまい、自分が主を裏切ったことに最後に気づきます。すべて彼の栄光の道、天的秩序のために寄付されたものでした。もう自殺するしかありません。


  何が暴露されたのでしょう？この人性の中には何があるのでしょう？根本の深い所にあって、機会さえあれば現われるものは何でしょう？私はキャンベル・モルガン博士が「人は機会さえあれば何でもしでかすおそれがある」とかつて説教の中で言うのを聞きました。これは心を探ります。何が現れるのでしょう？貪欲さしかありません。所有欲です。私の友人たちよ、ユダの名を嫌がる一方で、気をつけてください。それは私たち全員の中にあります。主の働きの中にすらあるのです。認められたい、奉仕の機会を与えてほしいという貪欲さ、神の事柄においても自分自身のために欲しがる貪欲さです。弟子として、その根――所有欲、ひとかどの者になりたいという欲――が存在するかもしれません。貪欲さを御言葉は偶像崇拝と述べています。十字架は私たちの中に何があるのかを発掘します。顕わにします――これがユダです。


  自分を知らなかった人


  さて、さらに中心に迫ることにしましょう。すなわち、おそらく中心の最も近くにいたシモン・ペテロです。シモン・ペテロは自分自身を知らなかった人であり、真相とは異なる自己像を持っていました。「私は決してあなたを見捨てません。私は死に至るまであなたと同行します。たとえすべての人があなたを見捨てても、それでも私は見捨てません」――「私は……します」――「私」です。これはどこから始まったのでしょう？あなたはこれを前に聞いたことがあるでしょう。この自己、この自己中心性によって盲目にされて、ああ、シモン・ペテロよ、あなたは自分自身を知らないのです。しかし、十字架があなたを暴露し、探り出し、暴き、粉々にしようとしています。あなたは自分自身に絶望して出て行って、多くの涙を流すでしょう。主はだれかを遣わしてあなたを探させ、「わたしの弟子たちとペテロのところに行きなさい（中略）そこで何が起きているのかわたしは知っています。彼がどこにいて、何が起きているのかわたしは知っています」という特別な使信を伝えさせなければなりません。


  可哀そうな、可哀そうなシモン・ペテロ。何が起きていたのでしょう？主はペテロに何が起きるのかを告げられましたが、後になるまでシモン・ペテロはそれを理解しませんでした。「シモン、シモン、サタンはあなたを得ることを、あなたを麦のようにふるいにかけることを願いました」――自己中心性というあの偽りの覆いを剥ぎ取ります。実際のところ、ペテロよ、そこに何があるのか、あなたは知りません……麦のようにあなたをふるいにかけます。


  十字架は心を大いに探るものであり、あらゆる種類の自信、自己充足、自己の利益、自己に属するいっさいのものを木端微塵にするものであることを、シモン・ペテロは見いだしました。十字架はまさにその種類の人性を荒廃させます。


  何も残っていない人々


  さて、イエスが十字架につけられた後、この物語のその部分が完了した後の、他の例をもう一つだけ取り上げることにします。弟子たちの二人がその日、エマオの村に向かっていました。ルカ二四章の物語はご存じでしょう。彼らが悲し気に話していると、この見知らぬ人が彼らに近づきました（彼が誰かわからないように、彼らの目は閉ざされていました）そして言いました、「悲し気に歩いているようですが、どんな話をしていたのですか？」。彼らは答えました、「あなたは私たちの都へのたんなる訪問客でしょうか、ちょうど着いたばかりで、この数日に起きたことをご存じないのでしょうか？」。すると主は「どんなことですか」と尋ねました。「どんなことですか？」と主は彼らから聞き出そうとしておられます。彼らは言いました、「ナザレのイエスに関することです。彼は言葉にも行いにも力ある預言者でした。イスラエルを贖うのはこの方であると、私たちは期待していました。しかし、私たちの支配者は彼を十字架につけてしまったのです」。言い換えると彼らは「私たちの希望は失せました。私たちの期待はすっかりなくなりました。私たちには何も残っていません」と言いました。


  するとこの見知らぬ人は旧約聖書を取り出し（彼がそれを手にしていたとは私は思いません。彼らはそれを知っており、頭の中に記憶していたのです）最初から始めて、聖書の最後まで進みました。彼が彼らに聖書を開かれた時、彼らの口は解け、彼らの目は開きました。彼らが着いた時……結末はご存じでしょう。彼らは食事の席に着き、彼がパンを取って祝福しました。目が開かれて、彼らは彼が誰なのかを知りました。すると、彼は彼らの視界から消えました。


  何が明らかにされたのでしょう？何が暴露されたのでしょう？次のことです――たとえ頭をすっかり聖書で満たして、頭で聖書を知り尽くせたとしても、危機の日に聖書は決してあなたを救ってくれないのです。十字架が私たちの生活のまさに中心に植え付けられる時、私たちの救いのために神によって記されたものですら、私たちを救ってくれません。それは一つの危機であり、その中で私たちは挫折します。これは恐ろしいことです。聖書を知り尽くせたとしても、それでも何らかの凄まじい経験、辛い経験という試みの時になると、それまで読んだり聞いたり考えたりして知っていたものは全く私たちの役に立たないのです。


  もちろん、この物語にはそれ以上の内容があります。しかし、私の要点は、人の心をなんと暴露していることか、ということです。この別の人をなんと顕わにしていることでしょう。どうして、そのような人が彼の弟子になれるでしょう。どうして何年もの間、主に同行できるでしょう。どうして主が語られたことや、主がなさるのを見たことを、すべて理解できるでしょう。どうして頭の中に教えを保てるでしょう。真の試練の時になると、耐えられずに挫折します。――私たちは（自分の聖書を手に持って）ひたすら希望を抱いてきましたが、彼らは失望の中にあります。


  全く別の人性


  あらゆる種類の試練の下でこの一つの人性を滅ぼされることが、別の人性――それはキリストです――にとって必要不可欠です。なんと彼は異なっておられることでしょう――全く別の人性です。別種の人であり、この御方の中にここからのものは何もありません。ここからのものは何もありません。使徒はかつて信者たちに、「あなたたちはそのようにキリストを学びませんでした」と言いました。言い換えると、「もしキリストを学んでいたなら、そんなことはしていないでしょうし、そんなふうでもなかったでしょう」ということです。


  さて、先に進む前にこの問題を把握しましょう。それは何でしょう？ああ、それ――この滅び――は直ちにすべて実現するわけではないかもしれません。そんなことは不可能でした。それは一生かかりますが、始まりがあります。よく聞いてください、始まりがあるのです。そして、真に霊的な生活の行路は次のとおりです。次の一つのことから、霊的発達、霊的成長、霊的成熟がわかります。それは、各人が自分自身のことをどれほど軽んじているのか、彼ら自身に関する彼ら自身の評価や他の人々の評価によるとどれほど自分が取るに足りないものであるのか、ということです。あるいは、別の言い方をすると、彼らの間でどれだけ彼ら自身ではなくキリストに出会うのか、ということです。彼ら自身の天然の生活の中で十字架がどれだけ彼らを滅ぼしたのか――これが試金石です。これが霊的豊満に至るのに、キリストとキリストの豊満――それは全く私たちとは異なります――に至るのに、必要不可欠な不可避の道です。


  別の人性を持ち込む悲劇


  さて、これを述べたので、今朝さらに進むことにします。私はあなたたちを新約聖書の例の箇所に連れて行きたいと思います。その箇所は他のどの箇所にもましてこの問題全体に焦点を置いています。それは一方において一つの種類の人性を暴露し、他方においてキリストであるところの別の人性を明らかにします。私は、例えばローマ七章について、「これは『再生』された人の経験ですか、それとも再生されていない人の経験ですか？」とたびたび質問されてきました。ここに来た時から私はこの質問をされてきましたが、今までその答えを保留することを提案してきました。


  「最初の人は地からであって、地的であり……」云々。これは回心していない人、再生される前の人のことでしょうか、それとも再生された人のことでしょうか？これは再生された人のことです。これについて間違ってはなりません。パウロはコリントにいる再生された人々に書き送っています。彼はキリスト・イエスにある聖徒たち――キリスト・イエスにある信仰を通して立っている聖徒たち――への呼びかけと共に彼の手紙を始めます。そして、これらの手紙の内容はみな、クリスチャンたちに宛てられています。しかし、それはクリスチャンに関する恐るべき暴露です。私はあなたたちに告白しますが、コリント人への第一の手紙を読んで、こう自問することが私の人生に一度ならずありました、「この人たち、この民は本当に再生されているのでしょうか？彼らをクリスチャンに分類できるのでしょうか？」。できます、この手紙は「コリントにいる、信仰を通して立っている聖徒たちに」対するものです。


  コリントの悲劇は、別の人性の遺物・名残を持ち越した悲劇です。ここに新しい人性からのものがあるのに、古い人性から持ち越したものがクリスチャン生活の中にあったのです。その結果は混乱です――混乱した判断、混乱した振る舞い、混乱した関係です。もしこの言葉は正しくないと思うなら、次のことを思い出していただきたいと思います。すなわち、彼らはあるとき使徒パウロに書き送って、クリスチャン生活に関して、キリスト教の何たるかについて、十の初歩的な質問を彼にしたことです。彼らはキリスト教の初歩的事柄について混乱の中にありました。


  今週、これらの質問のすべてに付き合うつもりはありませんが、このような質問をしたのです。コリントは混乱していて、恐ろしい状態です。そこには弱さがあります――命は弱く、生ける証しも弱いです。そこには恥や非難があります。使徒はとても強烈でとても辛辣なことをクリスチャンたちに向かって述べなければなりません。それは、彼らが古い人性を、それと手を切らずに、新しい人性との関係の中に持ち込んでいるからです。こういうわけで使徒は、第一の手紙の序文の後、「私はあなたたちの間で、イエス・キリスト、十字架につけられた方以外に何も知るまいと決心し、決定し、決意しました」と述べているのではないでしょうか。ああ、この二つの手紙全体を通して、彼らの霊的生活の要所要所で、私たちは「十字架につけられたキリスト」に何度も出会います。パウロは言います――「これが土台であって、その上に私たちは建造します。あなたたちコリント人よ、あなたたちは新しい人性の領域の中に古い人性からのものを持ち込んでおり、この二つは同行しえないことを見いだしました――直ちに混乱と敗北が生じるのです」。


  さて、コリント人へのこれらの手紙の中に私たちはいます。そして、これらの手紙は新約聖書の他のどの手紙にもまして、二つの人性の戦場を示しています。第一の手紙の冒頭を皮切りに、この戦いがずっと続きます。この二つの人性の戦場――コリント人たちはそこにいます。


  先に進む前に一つのことを示してもいいでしょうか。パウロはコリントでこの状況に出くわしてそれを対処しましたが、そうするにあたってこう述べました、「あなたたちのもとに行くにあたって、私は『あなたたちの間でイエス・キリスト、十字架につけられた方以外に何も知るまい』という決定的・積極的・包括的決断を下しました」。こう述べた時、彼は何をしたのでしょう？次の言葉は何を意味するのでしょう？――「哲学志向で哲学に大きな関心を抱いているあなたたちのところに行くにあたって、私は新しい哲学、新しい宗教、新しい教えの体系を携えて行くつもりはありません。新しい体制・形式・技術を携えてあなたたちのところに行くつもりはありません。すべてをひとりのパースン、一人の人に集約・焦点づけて行くつもりです」。


  この手紙の焦点は一人の人、ただ一人の人、ある種類の人です。すべては一人の人に集約・焦点づけられています。今から先、この点からすべてが展開します。他方、この人――それを彼らは持ち込もうとしてきましたし、依然としてコリントで育んでいます――がおり、他方にはこの別の人がいます。読むとすぐに「だれでもキリストの中にあるなら、その人は新創造です。古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました」という御言葉と出会います。この大きな分断は十字架においてです。さて、これがコリントであり、新旧の人性が真の戦場です。これはどんな戦場でしょう？


  もし客観的・歴史的に考えようとしているなら、やめてください、直ちにやめてください。この二千年を飛び越えて、その間隙を超え、地理上のコリントや歴史上のコリントから離れて、直ちにこの点に来てください。私たちは生来この同じ人性に属しています。しかし恵みによって、別の人性に属しています。そしてこの点に関して、今日キリスト教圏は全く混乱と敗北の中にあります。そのため、今日のようなキリスト教の有様を私たちは新聞で読んでいます。キリスト教は大したものではなく、実際重要なものでもなく、世界情勢・状況などになんの影響も及ぼしていません。天然の人はキリスト教圏の有様を見て、そう結論づけています。


  そうではない点も私たちは知ってはいますが、大筋で合意せざるをえません。それにもかかわらず、キリスト教圏は今日、この恐るべき窮地に陥っています。それはまさに次の理由によります――すなわち、イエス・キリストの十字架がこの二つの人性の間に設けた分断を理解していないことです。十字架はまさにこの二つの人性の間に切り込みます。そして私が述べてきたように、これは一度にすべて実現するわけではなく、一生にわたるかもしれません。しかし、聖霊は私たちを教えてくださるでしょう。もし私たちが素直で、敏感で、御霊の中を歩いているなら、「（一言で言うと）それはあなたであって、キリストではありません。それはあなたであり、あなた流の話し方、あなた流の考え方、あなた流の振る舞い方です。それはまさにあなたであって、キリストではありません」と聖霊は私たちを教えてくださるでしょう。


  ああ、それには長い時間を要するかもしれません。しかし、この別の人がこの世界を歩まれた時のことを学んで、その生涯を支配していた諸原則を理解することは大いに益になるでしょう。この方の生涯は全く天的・霊的であり、そのためこの世の中で彼は全く予測不能でした。


  



  分断：
 「霊の人」と「天然の人」


  



  私たちは今、コリントに向かおうとしています。私たちはこの手紙の中にあまり入り込んでいないので、何が一方に属し、何が他方に属するのかをまだ見ていません。ああ、キリスト教界がコリント人への第一の手紙の二章に対して真に目が開かれていれば。ここに二つの名称があります。ここに二つの人性があります。一方は天然の人です。再び申し上げたいのですが、これは必ずしも再生されていない人のことではありません。コリントはこれを示していますし、これを示すために用いられています。それは霊的歴史全体を通して、この大いなる移行の完遂を許さずに一つの人性を別の人性に持ち込むことの悲劇を示し続けています。それがここで示されていることです。それで、コリント人への手紙ではこの分断を示しています。「霊の人」と「天然の人」を示しています。そして次に、各々の特徴を見せています。


  コリントの特徴を見始めるとすぐに、次の点に行き着きます。すなわち、人々の一団です――これが「天然の人」です。「私はパウロに、私はアポロに、私はペテロに、私はキリストにつきます」。「そんなことは自分たちにはありえない」と私に言う人もいます。「神の僕、大いに用いられている神の僕、聖人である神の僕を焦点とすること、その周りを巡る中心とすることなんてありえません――自分に訴える彼の教え方、彼の解釈、彼の人格を焦点・中心とすることなんてありえません」。聖霊の使徒はこの類の事柄を天然の人の範疇に分類しています。なぜなら、それはキリストのからだを分裂させる影響を及ぼすからです。ああ、人々について話してはなりません。彼らはあなたを助けるために用いられたかもしれません。彼らのゆえにあなたは主から多くの恩恵を受けているかもしれません。しかし、彼らばかり見てはなりません。パウロは反論して言います、「パウロは何者でしょう、アポロは何者でしょう、ペテロは何者でしょう？――あなたたちを信仰に導いた神の僕にすぎません！」。僕には後ろに下がってもらって、キリストに前に出てもらいなさい。彼に占有されなさい。主イエスについて語りなさい。


  おそらく、このような大会ではこのようなもの――この人の名やあの人の名、この教師やあの教師――がたくさんあるでしょう。私たちには自分の好みや愛着がありますが、それをすべて落とさなければなりません。パウロは「イエス・キリスト、十字架につけられた方」以外に何も述べようとしません。私たちは人々の一団という問題をすべて落とさなければなりません。この問題は発展すると、キリストのからだの分裂にしかなりません。そして、分裂は弱さであり敗北です。私たちはこの類のものを控えなければなりません。なぜなら、これは間違った路線を進むことだからです。これは外側から行動することです――内側からそれを対処する代わりに、人々を集めてそれを「一つ」と呼ぼうとすることです。そして結局のところ、もし私たちがイエス・キリストを見てさえいれば、私たちは教会の何たるかを見ていたでしょう。


  親愛なる友よ、イエス・キリストの教会は「モノ」ではありません。教えの体系ではありません。組織的なものではありません。施設ではありません。（ああ、神がこれを私に示してくださった日のゆえに神に感謝します。）教会とはパースンであり、このパースンは団体的に表現されたイエス・キリストです。


  教会すなわちキリストのからだについて話すには、思いを改めなければなりません。あなたたちは何を話すつもりでしょうか？――まるでそれ自体が大したものであるかのように、モノや何か、教えそのものについて話してはなりません。そうです、教会は神から生まれた家族、子供たち、兄弟たち、姉妹たちを伴うこの人なる御方です。それが教会です。ああ、私たちは家族生活抜きで、なんと多くの教会主義を持てることか。しかし、教会とは結局のところ最終的には、その構成員たちの中に存在するキリストの度量にほかなりません――「私たち全員が（中略）キリストの度量に到達するまで」――これは私たち一人一人のことです。これがキリストのからだであり、これが教会です。


  さて、この朝の集会を終えようと思います。私たちはこの最初の点を見ました。すなわち、コリントで出会うのは、古い人性を人々の一団という形でこのように持ち込むことである、という点です。主は「否」と言われますし、使徒も「否（中略）イエス・キリスト、十字架につけられた方だけです」と言います。この二つの人性に関して主は私たちの心を探られます。祈りましょう……


  今、主よ、私たちが去った直後、このメッセージはたちまち、とても容易に覆われてしまって、この時に何があったのかを思い返さなければならなくなるおそれがあります。そうならせないでください。私たちをそのようなことから救ってください。主よ、私たちはあなたの民になんの圧力もかけたくありません。私たちは祈ります。どうか聖霊が、時間と永遠に属する一大事中の一大事であるこのような問題の前で、私たちの心をかしこまらせてくださいますように。どうか私たちに静かな黙想を与えてください、私たちの心の中に祈り深い黙想を与えてください。それは、私たちがどこにいるのか、この全聖書の中で私たちがどこにいるのかを見るためです。ですから、私たちを助けてください、神よ、あなたの御子のゆえに、アーメン。


  



  第三章 二つの人性の戦場


  主よ、あなたはご存じです、私たちがここで一時停止するこの祈りの行為はまさに、私たちはあなたなしでは進めませんし、進みたいとも思わないことを、認めて告白するものであることを。主よ、あなたの真理を語り、受け入れ、理解し、従うには、あなたが必要です。あなたなしではできません。あなたの信実さ、あわれみ、恵みに拠り頼みます。そして、あなたに信頼するとき、あなたは私たちを失望させることはない、と私たちは信じます。私たちは神の助けによって切り抜けるでしょう。そうなりますように。そうであることがわかっておりますので、栄光は私たちの主イエス・キリストを通してあなただけのものです、アーメン。


  



  私たちはこの期間、神の御子が人の形を取ってこの世界に出現されたことによって示された、人性の極点に専念しています。そして、私たちはこの一連の黙想で、目下のところ二つの人性の戦場に専念する地点に至りました。この戦場は特にコリント人への二つの手紙で注目されています。これが神の主権的配置におけるこの二つの手紙の地位です。他の手紙には特定の面がありますが、ここでは、古い人と新しい人、最初のアダムと最後のアダム、一つの人性と別の人性との間の論争が焦点です。


  先に進む前にここで申し上げたいのですが、私たちの考察はあまりにも破壊的性格を帯びていて、辛く、厳しく、私たちの古い人性には全く楽しくないように思われるかもしれません。これらの手紙は過激であり、前に述べたように古い人性を壊滅させるものです。使徒は実際に激しく攻撃しており、とても強烈なことを述べています――とはいえそれは愛の中でであり、とても信実なのです。私はこれをかなり明確に指摘したいと思います。使徒がこのような姿勢を取って、あのように強烈に、力強く、過激に状況を取り扱ったのは、だれかを傷つけたかったからでも、この人々と意見が合わなかったからでもありません。栄光の中におられる主イエスを見て衝撃を受けたからなのです。この人の生活と務めは彼の言う「天の幻」によって促されていたのであり、彼はこの宇宙の神の経綸全体におけるイエス・キリストの偉大さとその途方もない意義を見ていたのです。


  それを説明・表現することはパウロの能力を超えていました（そうしようとして彼は言葉をすっかり使い尽くしてしまったからです）。イエス・キリストが彼に現われて、絶えず心の中に啓示されていました。それは、到達の邪魔をするものは何でも断固として対処しなければならない、と彼に感じさせるほどでした。彼は言いました、「兄弟たちよ、私は到達したわけでも、すでに完成されたわけでもありません。私は目標に向かって、賞に向かって進みます」。どんな賞でしょう？――


  
    神の御子のかたちへの完全な同形化です――


    


    イエス・キリストの素晴らしさと栄光を


    自分自身の経験で実際に捕らえることです――


    


    それに到達することが彼の全生涯にわたる目的であり


    情熱でした。それは彼が見たからです！
  


  さて、今朝、私は破壊的、否定的になるつもりも、反対ばかりするつもりもありません。私たちがこの古い人に対してとても厳しくしているように見えたとしても、それには常に積極的な目的があるのです。それはあるものに――神の御子のかたちに――至ります。さてこれを述べたので、二つの人性の戦場に進むことにしましょう。それはコリント人へのこの二つの手紙に集約されていますが、今週私たちはそれに軽く、不完全に触れることしかできません。しかし、あなたに把握できる以上のことを示すには十分だと思います。


  イエス・キリストを表現すること


  確かに、私たちは新約聖書の状況のただ中にあります。すなわち、一つの人性から別の人性への移行の中にあります。これにクリスチャンたちは関係しています。これらの手紙は一地方の会衆に宛てて書かれたことを思い出してください。その会衆の個々人が抜き出され、特定され、その行い、振る舞い、生活の仕方に対して直接的に述べられている一方で、使徒が関わっているのはその会衆であり、イエス・キリストの表現としての各地の会衆のあるべき姿です。イエス・キリストを表現すること――これこそ各地の会衆の唯一の存在目的です。使徒が関わっていたのはキリストのからだ全体の、コリントにあったあの核でした。二十世紀の間ずっと、コリント人に対するこの務めが、国民から国民へ、国から国へ、この地の果てまで絶えず広がっていき、今日、私たちを対象としていることは、とても印象的だと思います。各地の会衆はこのような性格を帯びているべきであり、たんなる局所的なものであってはなりません。普遍的意義を持ち、語り告げなければなりません。ああ、主の民の各地のすべての群れが、イエス・キリストの意義について、いつの時代も、永遠に、全世界に向けて、語り告げますように！


  各地の教会は、決して局所化されえない、イエス・キリストの諸々の尊い特徴を有していなければなりません。諸教会は、自らの努力、組織、機構、そのような類の何ものによってでもなく、そのような尊い特徴を有するがゆえに、自らを超えて、自らの時代を超えて広がる影響力を、つまり霊的な価値を持たなければなりません。今、それはどのように達成されるのか、主の民を個人的・団体的にそうならせるものは何か、というこの問題に取り組みたいと思います。


  この問題全体の核心は教えや実行の体系ではないことがわかります。それは教会主義――これは教会制度の別名にすぎません――ではありません。キリスト教の成れの果てや、その付帯物や発展形や形式でもありません。この問題全体の核心はパースンです――一人の人なる方のパースンです。人間が創造における神の御旨です。神は創造のこの形体――人――を最高に重んじておられ、ご自身の関心をすべてある種の人に注いでおられます。神はご自身を表現する人を持つことを願っておられます。「われわれのかたちに、われわれのすがたにしたがって人を造ろう」。かたち、すがたとは何でしょう？表現です。神は「われわれのかたち、われわれのすがた、われわれの表現」と仰せられました。残念ながら、この表現はコリントでは事実上とても貧弱でした。人と呼ばれる種においてご自身を表現すること――これに神はご自身とご自身の関心をすべて傾けてこられました。聖霊の来臨と御業が何のためか、真に知りたければ、それはまさにこれです――すなわち、この一人の人にしたがった人類を得ることです。


  ですから、重要なのは一人のパースンです。常にこのパースンに注目して、目を留め続けなさい。新約聖書はすべてこれに尽きます。重要なのは常にこのパースンであり、この御方は「わたしは……です」と繰り返し述べて保証しておられます。羊飼い、門、ぶどうの木はどれも、彼のパースンの諸々の面にすぎません。「わたしは……です」という彼ご自身の諸々の面にすぎません。彼は歴史の舞台に踏み込んでこられましたが、ただ彼だけが「わたしは……です」と言うことを許されている唯一の御方です。これについて途方もないことが述べられています。神は世界を義の中で裁く日を定められましたが、その裁きはご自身が定められた人に「よって（by）」ではなく、その人「において（in）」なされます。この全世界の裁きはキリストに基づいてなされることになります。あなたがどんな罪を犯したか――程度の差はあれ、あなたはそれを大きい罪、小さい罪と呼ぶかもしれません――に基づいてではありません。いいえ、それが裁きの根拠ではありません。裁きの根拠はあなたがイエス・キリストとどんな関係にあるのか、彼がそこにどれだけ存在されるのか、ということです。神はこの人において世界を裁かれます。今、これについて考えてください。この御方こそ、私たちが進むとき常に目を留め続けるべき方なのです！


  この人は全人類とは全く絶対的に異なっておられます。ですから、これまで見てきたように、この途方もない違いのゆえに、他方の人のための場所を設けるために、一方の人は滅ぼされなければなりません。神はこの人と共に全く完全にやり直されます。これは次のことを意味・示唆することがわかります。すなわち、主イエスがこの世界にやって来られた時、人類は終わらせるのに十分なほど巨大になっていたのです。ここにユダヤ人と異邦人の大群衆がいて、当時の世界を満たしていました。それは全世界、一つの種族、巨大な種族を代表するのに十分でした。そこで主なる神は、「おしまいです。わたしたちは一人の人と共に再びやり直します。それは一人の人、最後のアダム、新しい種族です」と言われました。全人類は退けられ、この最初の人すなわち「多くの兄弟たちの長子」によって新しい種族が生み出されます。


  このコリント人へのこれらの手紙の中に、すでに指摘したように、クリスチャンたち、個人としてのクリスチャンや団体としてのクリスチャンに臨みかねない悲劇が見られます。この悲劇はこの一つのことのためです。すなわち、あの古い拒絶された疑わしい人性を新しい人性の中に持ち込んだことのためです。これは恐るべき悲劇です。神の御霊がこれをコリント人への手紙の中に記させたのを見てください。これを読むのは不快であり、この手紙を私はあまり読みたくありません。ここに記されていることを読む時、このクリスチャンの会衆の中で人々がしていることについて読む時、クリスチャンの会衆の中に近親相姦のようなものがあったということ（また、その他のありとあらゆることがありました。それらの幾つかについては後で触れることにします）を読む時、これを読む時、私は思います――クリスチャンたちのなんと恐るべき悲劇だろう、と。


  それは二千年前のコリントだけのことだ、と言ってはなりません。私たちはクリスチャンの諸団体の中で常にこれ――姦淫――に出会っているのではないでしょうか？神が十字架によって一つの人性と別の人性との間に設けられたあの大きな隔たりを無視するのは、恐るべき悲劇です。十字架が造り出したあの亀裂がなんと完全なものだったのかを認識せずにいるのは、恐るべき悲劇です。人間生活のこの問題で十字架を迂回する時、あなたは悲劇の道にあります。すなわち、あなたの霊の命と証し全体に関わる悲劇です。これはまさに試金石です。十字架は教えや教理以上のものです――それは、神が行ってこられた、そして求めておられる、あの大いなるものを、極みまでも示します。しかし、他方において、その示しは大いに栄光に満ちています。ここで新しい人が導入されるからです。この悲劇と、これらの二つの人性の間の戦場について述べている時も、私たちは彼に目を留め続けなければなりません。


  この戦場は二人の人すなわち「天然の人」と「霊の人」との間のものである


  さて、特にコリント人への第一の手紙に示されている私たちの状況について、少し時間を費やさなければなりません。彼らの状況（それは私たちの状況かもしれません）は、疑いなく、今日の多くのクリスチャンの状況でもあります。コリント人たちはどんな状況にあると使徒は述べており、使徒を通して聖霊は述べておられるのでしょう？このコリント人への最初の手紙では荒野におけるイスラエルの歴史について十四回述べられていることに、あなたは注目したことがあるでしょうか。この歴史は出エジプト記から申命記に記されているとおりであり、それがとても特別な形で指摘されています。ここでは、コリント人たちはエジプトと良き地の間のあの期間にあることが示されています。彼らの霊的状況は次のとおりです。すなわち、彼らは小羊の血によって贖われており、その覆いの下で脱出していました。コリント人たちはその立場にあり、使徒はそれに着目して、手紙を「聖徒たち」に宛てて始めます。さて、必要なら、「聖徒たち」という言葉に関するあなたの考えを改めてください。それが意味するのは「分離された者たち」、すなわち出て来て神に至った者たちということにほかなりません。それにすぎません！これが聖徒です。尊い血により分離されて贖われ、出て来て神に至り、地位的に分離されて外にいます。どうやってでしょう？彼らは尊い血により贖われたのです。


  コリント人への第一の手紙の十章でパウロは述べています、「兄弟たちよ、私はあなたたちに知ってもらいたいのですが、私たちの祖先はみな、雲と海の中でモーセの中へとバプテスマされました」。バプテスマされた――コリント人たちは雲すなわち御霊の体制の下でバプテスマされて脱出しました。聖霊の体制の下でです。これがクリスチャンの地位ですが、状態がそうだとはかぎりません。地位的には彼らは分離されています。彼らはバプテスマされていますが、このコリントに見るとおり、彼らは荒野にいます。彼らは地位的にはクリスチャンであり、聖霊の体制、御霊の時代の下にあります。彼らは神の王国の中にいます。神の王国が神の主権的支配を意味する以上、確かにそうです！彼らは神の主権的統治下にあります。彼らは地位的には神の王国の中にあります――ここで言う神の王国とは、宇宙を支配する神の主権という一般的な意味のものではなく、神の主権についてのもっと特別な意味のものです。そうです、彼らはみなそうであり、神の超自然的活動を経験しつつあります。客観的に超自然的なことが彼らに起きつつあります。


  パウロは言います、「コリント人たちよ、どの霊の賜物についてもあなたたちは後れをとっていません」。すべての賜物――「超自然」（ネスレのギリシャ語行間注釈）――があります。後に、彼らが提示した十の問いの一つに答えて使徒は言います、「さて、霊の賜物については……」。さて、ゆっくりと注意深く進みましょう。なぜなら、これらのものをみな、イスラエルはエジプトと良き地の間の荒野で実際に経験したからです。コリント人たちも全くそうだったにもかかわらず、使徒は身構え、気を引き締め、一つの明確な決意をしなければなりませんでした。すべての賜物を持っているこれらの人々に向かって、彼は言いました、「あなたたちの間でイエス・キリスト、十字架につけられた方以外に何も知るまいと、私は決意し、決心しました」。このクリスチャンたちはすべての賜物を持っており、尊い血により贖われ、地位的に神へと分離され、神の王職と神の王国との主権的支配の下にいました。また、神の主権的な超自然的活動を経験的・客観的に良く知っていました――その彼らに向かって使徒は断定的に述べなければならなかったのです、「あなたたちの間でイエス・キリスト、十字架につけられた方以外に何も知るまいと、私は決心し、決意し、決定しました」と。これは一体何のことでしょう？それは二章のこの亀裂のことであり、この亀裂は「天然の人」と「霊の人」と使徒が称する二者の間のものです。そして、この二者の間で戦いがなされています。これがこの二人の人の間の戦場です。


  あなたたち、この国の人々は、座って考える時間を持ったことはあるでしょうか。あなたたちの凄まじい活動を私は知っていますが、座って考える時間を持ったことはあるでしょうか。今、私はあなたたちにあるものを勧めたいと思います。それはあなたたち自身の必要のためであり、あなたたち自身の静思の時のためです。公の朗読やその類のためではありません。私はあなたたちに詳訳聖書の新約聖書を勧めたいと思います。記憶にあるかもしれませんが、詳訳聖書は序文でこう述べています。「私たちの目的は原語の中に入り込むことです。原語は英語よりもはるかに豊かであり、とても多くの意味合いを帯びています。それらの意味は、どんな英単語も伝えられないものです。この詳訳は原語の意味や意義を忠実に伝えるものです。原語であるギリシャ語を説明するには、多くの言葉や多くのニュアンスが必要です。そこで、私たちは原語の意味に忠実な言葉をこの詳訳に加えました」。（詳術についての説明）。さて、これを読むには多くの忍耐が必要です。しかし、この聖書を持って座り、あなたの新約聖書の節を読み進めつつ自分の道に思いを馳せる時、あなたは探られ、照らされるでしょう。


  さて、一体なぜ私はこんなことを述べているのでしょう？今日のクリスチャンを見ると、自分の新約聖書を読んだことのない人が大勢いるように思われるからです。なんということか、キリスト教圏をご覧なさい！そこには（コリント人への手紙にあるのと同じように）絶対的齟齬があります。彼らはわけもわからずに、この新約聖書を自分たちの憲章として保持しているのです。


  さて、これはなぜでしょう？その答えは一つの句にあります。パウロがこのコリント人への第一の手紙を書いて、そこでの状態について述べた時、彼は指摘して言いました、「あなたたちがこれこれのことをする時、あなたたちは『ただの人』ではないでしょうか？」。「『ただの人』ではいけないのですか？」と言う人がいるかもしれません。いけません、ある種の人性にしたがった人であってはなりません。そのような人はここで「人」であってはなりません。十字架は彼からその人性を剥ぎ取りました。「……あなたたちはその衣を脱ぎ去りました（ギリシャ語はまた）あなたたちはその衣を取り去りました。あなたたちは古い人とその行いを脱ぎ去って、新しい人を着たのです」。ですから、そこにはここで全く許されていない人性があります。


  「あなたたちはただの人のようではありませんか？」。パウロは言います、「あなたたちはただの人のように、人々が話すように話しています。人々が振る舞うように振る舞っています。そんなことは許されません、その類の人性は許されません」。そのような人は不法侵入者であり、神の禁制下にあります。そしてこの二章はこの禁制を示しています。「天然の人」――これがこの人であり、「天然の人は神の霊の事柄を受けることも、知ることもできません」。キリスト教圏がこれを受け入れるよう神に祈ります。この天然の人は、神に対して何の立場も持たない場所に侵入した不法侵入者です。それは思い込みであり、僭越さに至りました。新しい人性のこの領域の中に自分自身のまま入ること、何らかの形で自分自身を持ち込むことは僭越です。この天然の人の力がここのこの二章に示されていることがわかります。実際の言葉は引用しませんが、私はこの本文に注意を払っています。これがここに示されている真理です――すなわち、天然の人の行動力は自分自身からのものなのです。使徒は力について述べています。そして、このコリント人たちは力による支配に関して、ある大それた考えを持っていました。力！たしかに、それが神の力なら、力は結構なものです。しかし、力に関する彼らの考えは力に関するこの世の考えであり、彼らの力は彼ら自身からのものでした。これは、それがこの世からのものだったことを意味します。


  さて、別の人を導入することにします。この別の人はこれについてどう述べておられるでしょう？ヨハネ五章に戻ってください。そこで彼は「子は自分からは何もすることができません」と述べておられます――神の御子が自分からは何もすることができないのです。そしてこの偉大な僕であるパウロは、コリント人への手紙を書いて、「自分からは、私は何もすることができません。私は弱い時に強いのです。私は自分の弱さを誇ります。それは神、キリストの力が私の上に宿るためです」と言いました。


  この旧創造の能力の力、この古い人性は、新しい人性により完全に断ち切られます。そして、あなたがすでにそこに達していてもいなくても、神の霊があなたを握っておられる以上――そしてそうしてもらうことをあなたが彼に願い、おそらく、そうしてくれるよう彼に祈っている以上――あなたに申し上げたいのですが、あなたは何かに直面することになります。もし彼があなたを真に握っておられるなら、自分の完全な無力さをあなたが感じるようになる日が来ます。何事であれ、自分の内にあるあなたの能力はすべておしまいになります。そして、あなたは「主よ、あなたが……してくださらなければ、これでおしまいです」という地点に至ります。最初のアダムが求めた、自分で神のようになりたい、強くなりたいという、この力の観念はすべて、この新しい人すなわち「十字架につけられたキリスト」により断ち切られました。


  力？親愛なる友よ、力は神に属するという積極的見解を保ってください。このコリント人たちに対して、使徒は述べています、「あなたたちの間にいたとき、私は弱さと、恐れと、おののきの中にありました」。なぜでしょう？彼はその理由を答えています――「それはあなたたちの信仰が人の知恵の中にではなく、神の力の中で立つようになるためです」。


  古い人性がそれを行う方法：それが許されない領域


  知恵はこの二章におけるもう一つの素晴らしい言葉です。それはこの世の知恵、人々の知恵について述べています（そして知恵を求める探求、知恵とその哲学者たちについて述べています。それはギリシャ人についてもコリント人についても、ほとんど欲求と言えるものでした）。「知恵」は「判断力、識別力、決定力、解決力」です。しかし、コリント人流の知恵は彼ら自身からのものでした。彼らの知恵は彼ら自身のものであり、この世からの知恵でした。


  白状すると、ここに私にわからないこと、私を超えているものがあります。このコリントの会衆に向かって使徒は、このように持ち込んだ他のものの一つについて非難しています。もしあなたたちの中のだれかが問題を抱えているなら、この世の知恵を持つこの世の人に、自分の問題を裁定するよう求めてはなりません。それは古い人性の流儀です。今コリントにいるあなたたちは、キリストにある新しい人性の中にある会衆として、この世が知恵や判断の問題に関して持っていない能力を持っていてしかるべきです。そして、ここに私にわからないことがあります。それはこの句です、「私たちは御使いを裁くようになることを知らないのですか？」。あなたはこれについて考えたことがあるでしょうか？ああ、御使いは私たちよりも優った存在である、と私は思っていました。彼らはあらゆることで神に従います。しかし、使徒が言うには、「私たちが座して御使いたちを裁く」時が来ます。私たちは御使いたちを裁くでしょう。彼はそれをここで用いて、別の種類の知恵があることを示します。その知恵は古い人性の最高の知恵とはかけ離れています――彼が言うには、その知恵は「この世からのものではありません（中略）キリストは私たちへと至る神の知恵とされたからです」。


  聖霊は知恵と理解力の霊です。そして、それゆえ、霊の人はこの世の裁判官ですら持たない判断力、識別力、理解力を持つべきです。そうです、この新しい人にあるこの人性は大いに異なっています！しかし、コリント人たちはこの古い人性、自分の世的知恵を持ち込みました。なぜならコリントでは、彼らの原動力は彼ら自身の魂から出ていたからです。それは魂の力でした。そして、それがこの世の原則です。魂の力――これは熟慮すべき事柄です。魂の力――この時代の最後の期間にある私たちは、それに何が為せるのかを見てきたのではないでしょうか？そうです、それが文字どおり恐ろしく凄まじい勢いで広まるのを、魂の力が諸国民に広まるのを私たちは見てきました。この魂の力は私たち全員と共にあります。しかし、魂と霊について述べ始めるつもりはありません。それについてやや述べ過ぎた、と私は感じかけています。それが核心を突いていた時もありましたし、今日も核心を突いています。しかし、それは一つの題目、魅力的な題目になりました。そして、数々の題目にかまけないよう大いに注意したいと思います。しかし、ここにその事実が示されています。すなわち、コリントでは、原動力が魂の力だった、という事実です。それは御霊の力ではありませんでした。この人々は賢い人々、知的な人々、効率的な人々でした。しかし、それはそれが許されていない領域にあったのです。


  人の知性主義を偏重してはなりません。今日、最も致命的なものの一つは神学だと思います。キリスト教圏はここで迷ってしまったのだと思います。すなわち、神の事柄の領域の中に知性主義を持ち込んだことです。頭脳の力により、キリスト教圏は恐ろしくひどいことになってしまいました。そうです、人々はギリシャ哲学によって知的になりました。彼らは賢く、効率的です。しかし、この手紙は「それは出て行かなければなりません――その類の知恵はここでは許されません」と述べています。ここには別の種類の知恵があります。「天然の人は神の霊の事柄を受け入れることも、知ることもできません。それらは霊の人によって霊的に識別されるものなのです」と使徒がこの問題に関して述べた時、彼はなんと徹底的だったことでしょう。これが霊の人――御霊の人――です。彼は言います、「こう記されています。目が見たことがなく、耳が聞いたことがなく、人の心に思い浮かんだことのないものを、神はご自身を愛する者たちのために備えてくださいました」。


  それは今生の後のことである――神が私たちのために備えてくださったものは後のためである、とあなたはすぐに考えるだろうと思います。ああ、私はそうは信じません。それは今始まると信じます。それは今の私たちのためです。それは目、天然の目、古い人の目が見たことのないもの、決して見ることのできないものであり、天然の心、古い人の心に決して思い浮かんだことのないものです。それを「神は御霊によって私たちに啓示してくださいました」。「啓示してくださいました」は現在完了形です。それは今生の後のことではありません。「御霊によって私たちに啓示してくださいました」。開かれた天、油塗りの御霊、御子を私たちの内に啓示される神――その益に私たちは浴しています。そうすることによって神は私たちに打撃を加えておられますが、それと同時に可能性と驚異に満ちた新しい展望を開いてくださっています。私たちの行程は常にそうです。それが自分にも起きている、とあなたは言えるでしょうか？そうです、私は自分の心の中に御子をますます見るようになりつつあります。理論としての真理ではなく、御子をますます見るようになりつつあります。そして御子を見ることにより、私自身の観念、私の考え、私の判断は取り除かれます。しぼんでしまいます。彼は全く新しい観念であることがわかります。彼にあって私は教会に関する新たな観念を得ます――


  



  教会は人類において表現される一人のパースンである


  



  教会は物ではない、と私は繰り返さなければなりません。それは施設ではありません。宗派ではありませんし、宗派をすべて一緒にしたものでもありません。そのような何物でもありません。教会は人類において表現される、人間生活において表現される、一人のパースンです。使徒はどこに行くときも、「私たちはここに教会を造りましょう。ここに教会を設立しましょう。ここに教会を形成しましょう」という先入観を決して抱きませんでした。彼らは出かけて行ってイエス・キリストを宣べ伝えました。そして人々が神を見た時、彼らはイエス・キリストを見始めました。彼は集める凝集力になられました。そして、彼らがその立場の上に真にあったとき、彼らは何に出会ったのでしょう？彼らはイエス・キリストに出会いました。彼らはイエス・キリストに出会いました――これが教会です。それ以外の教会は新約聖書にありません。


  これはこの点に戻ります――天然の人は見ることができず、御霊の事柄から締め出されているのです。「しかし、霊の人はすべての事柄を判断します」。霊の人はこの新しい霊的能力を持っています。それは、この手紙が教えているように、あの霊の能力、霊の度量の増し加わりです。これがコリントのこの人々に対する要請の根拠です。パウロは言います、「あなたたちが『ただの人のように』話し、『ただの人のように』振る舞っているからには、あなたたちは赤子ではないでしょうか？」。コリントと同じように今日も、私たちは次のことを認識しなければなりません。すなわち、この天然の人は過去最大の頭脳を持ち――天体や地球全体を理解し、この「原子時代」の人は今日の人類の規模にまで発展したにもかかわらず――それにもかかわらず、赤子のような人であり、神の霊の事柄を知ることも、見ることもできないのです。この天然の人にはある限界があります。このような状況ですが、新しい人類に属する霊の人に対して開かれているある世界、ある領域があります。それは古い人類の他のすべての能力を超越しています。


  コリント人たちの問い：一つの原則の宣言


  さてこの点から、コリント人がパウロに書き送ったこれらの質問に取り組むことにします。ある時、彼らは質問の一覧表と一緒に一通の手紙を彼に送りました。そのすべてに答えるつもりは私にはありません。しかし、一つの点に注意していただきたいと思います――パウロはこれらすべての問いに実際どう答えたのでしょう？彼はたしかにそれらの問いに答えて、助言を与えたり、この問題について彼らと議論したりしましたが、彼は彼らに答える際、規則書や法律書のような一冊の本にまとめられるような形では答えませんでした。彼は答えのための青写真を一つも書いていません。例えば以下のような質問に対してです、「クリスチャンになった女性にクリスチャンではない夫がいる場合、彼女は彼から去るべきでしょうか？」。あるいは逆に「クリスチャンになった男性に主を受け入れていない妻がいる場合、彼は彼女から去るべきでしょうか？」。「クリスチャンになった奴隷は奴隷としての地位を捨てて、自由になるよう努めるべきでしょうか？」。「以前偶像にささげられていた肉が市場に売られていた場合、その肉を食べるのを拒むべきでしょうか？」。


  この手紙には、このような多くの質問が含まれています。そして、明らかにそこには、今日カリスマすなわち「霊の賜物」と称されているものについての一つの質問があります。これに関してパウロはあることを述べましたが、あなたは彼の述べていることを包括的だと感じるでしょうか？私はそうは思いません。ここでのパウロの意図は決してそのようなものではありませんし、もう一人のモーセになって十の質問に対する十の戒めを記すつもりも全くありませんでした。彼にはそれらの質問に答えるさらに優った方法がありました。しかしそれは、彼らにそれがわかればの話でした。これらすべての事柄について、彼は実際どのようにアプローチして答えたのでしょう？―― 一つの原則を宣言したのです。その原則を把握できさえすれば、答えを得たことになります。どうかこれを覚えておいてください。他のことはたとえ忘れても、どうかこれを把握してください。これらすべての質問に対する答えは一つの原則だったのです。


  さて、賜物、異言等々に関する例の質問に取り組むことにします。それがコリントにおける問題、問いでした。パウロはそれについて尋ねられたので、手紙の一部を用いて、「さて霊の賜物については……」と述べます。彼は異言について述べます。異言についてかなり明確に述べます。しかし、私の見るかぎり、彼は異言に関する問いに決定的答えを与えていません。ところが、彼はそれとすべての賜物に関する一つの原則を宣言します。彼は次のような方法でそれに答えます。これには答えとしての効力があり、実に答えそのものです。すなわち、一方において、これらのもの――神の賜物――はどれもそれ自体が目的ではないのです。もしあなたがそのどれか、あるいはそれらすべての周囲を巡って、「これで『すべてわかった、すべてはこれに尽きる』」と言うなら、あなたは遅かれ早かれ行き詰まります。自分はお手上げであること、そして霊的成熟が阻まれていることに気づくようになります。


  兄弟たちよ、どんなに超自然的で貴重な経験だったとしても、始終それに固執しないよう注意しなさい。これらのものはどれも、それ自体が目的ではありません。使徒は賜物全般について取り扱う際、この特定の賜物に関して、そして賜物全般に関して、それらに関する原則はこれである、と述べています――すなわち、それらはさらに大きなキリストの度量へと導いているのか？という原則です。


  この手紙で使徒はある言葉を用いていますが、残念ながら、翻訳者たちはそれを省いて、代わりに別の言葉をあてています。彼らが用いている言葉とは「建徳」です。そして、もちろん、「建徳」に対するギリシャ語の厳密な意味・定義を与えるなら、使徒の思想の真意がわかるでしょう。パウロがまさに述べたこと、言わんとしたことは、「建造」です。何を建造するのでしょう？――イエス・キリストの増し加わりです。これらの賜物は、たしかに素晴らしいかもしれませんが、それ自体が目的なのでしょうか？それらはさらに大きなイエス・キリストの度量へと導いているでしょうか？キリストのからだを建て上げているでしょうか？これがすべての賜物の課題です――すなわち、それはどのように供給していて、イエス・キリストの増し加わりという効力を発揮しているのか、ということです。


  さて、コリントにはこれらの賜物がすべてありました。それにもかかわらず、道徳的にはこのように低水準でした。霊的にはこのように貧弱な水準でした。このコリントには賜物があり、どんな霊の賜物についても後れを取っていませんでした。しかし、キリストはどこにおられるのでしょう、キリストの増し加わりはどこにあるのでしょう？「私は赤子に対するようにあなたたちに話さなければなりませんでした」とパウロは言わなければなりませんでした。主が求めておられるもの、あるべきものは、イエス・キリストの豊満の度量の増し加わりです。唯一の問題は、結局のところ、個人の中に、会衆の中に、キリストがどれくらいおられるのか？ということです。大事なのはキリストがどれくらいおられるのかであり、どれだけもの――それらがどんなに超自然的だったとしても――に熱中しているかではありません――なぜなら、主はある日を定められたからです。その日、主はご自身が定められたあの人によって、義の中で世界を裁かれます。……ただ主だけにならなければなりません。彼のような人、彼のような人類だけにならなければなりません。


  御子への同形化


  あなたたちや私たちの中には、神の御手の下で深い深い水、暗い水の中を通ってきた人もいるかもしれません。私たちは叫び、「なぜこのようなことが私に臨んだのでしょう、主よ？他のクリスチャンたちにこのようなことが臨んでいるでしょうか？なぜですか？」と尋ねてきました――私には一つの答えしかありません。「彼はご自身のみこころの熟慮にしたがってすべてのことを行われます」――すなわち御子への同形化です。そして一方において、十字架の側では、これは何かを取り除きつつあります。何かを取り壊し、あなたを空っぽにしつつあります。あなたはあまりにも満杯で、他方において空っぽにされなければなりません。あなたにはわからないかもしれませんが、天はあなたの柔和さ、あなたの忍耐、あなたの同情、あなたの理解力、他人や主に対するあなたの思いやりの中におられる主イエスをよく知っています。主が私たちに許される最も危険なことは、自分がどれほどよくなりつつあるのかを私たちが知ることである、と私は言わねばならないと思います。そうではないでしょうか？これについては後ほどさらに言うべきことがあります。終わりましょう……


  私たちの主よ、ここに多くのものがあります。あなたの覆い、あなたの取り扱い、あなたの保護が必要です。あなたの親愛なる民に恵みが必要です。多くの恵みが必要です。受け入れ、理解する恵みを彼らに与えてください。大事なのは、キリストがどれくらいおられるのかであって、キリスト教的事柄ではありません、これに関して私たち全員を守ってください。キリストこそ私たちの目的であり目標です。御名のためにそうでありますように、アーメン。


  



  第四章 すべてを管理しすべてを支配するビジョン：
 私たちの主であるイエスを見ること


  主よ、私たちはあなたのあわれみを求めて再びあなたに懇願しなければなりません。もし私たちが地的手段で天的働きをしようとするなら、自分自身の人間的な力で神聖な働きをしようとするなら、それはなんと哀れなことでしょう。そして、それこそまさに私たちの現状です。私たちにはあなたの同情、あなたのあわれみが必要です。なぜなら、私たちが話したり聞いたりしても、実際のところ私たちに何の益も及ぼさず、何の永遠の価値もないだろうからです。ああ、主よ、あなたの神聖な助けをもって、私たちを今このとき助けてください。それは、私たちが油塗りの下で、聖霊の注油をもって話せるようになるためであり、また同様に聞けるようになるためです。私たちの耳を油塗ってください、私たちの耳を油塗ってください、そしてたんなる天然の聴力ではない聴力を与えてください。それは私たちが今朝、聖霊の力によって、神の御子の声を聞いて生きるためです。あなたご自身の御名と栄光のゆえに、このあわれみを私たちに与えてください、アーメン。


  



  この朝の時間、私たちは、アダムにある古い信頼のおけない人性から、キリストにある新しい信頼のおける人性への、大いなる移行に専念してきました。私たちは最初に、この信頼のおけない人性の悲惨さが暴露されたことに注目しました。主イエスの十字架の周りに集められたカヤパ、ピラト、ユダ・イスカリオテ、ペテロ、エマオ路の二人がその代表例であることを、私たちは見ました。次に、十字架がなんと悲惨だったのかを、古い人性の最高・最良の暴露がなんと悲惨だったのかを、私たちは見ました。これよりもひどい終わり方はありえなかったでしょう。次に私たちは、コリント人への二つの手紙に示されている二つの人性の戦場へと進みました。この二つの人性とは、一方は古い人性である「天然の人」であり、他方は新しい人性である「霊の人」です。


  私たちは立ち止まって、これらの手紙を一般的な方法で少しばかり調べて、そこに記されているいくつかの点を指摘しました。すなわち、古いものが新しいものの中に持ち込まれていたことについて、天然の人と霊の人との間の戦い、つまり、天然のものと霊のものとの間の戦いについて、多くのものに――きわめて神聖なものにさえ――触れる天然的接触についてです。御霊の事柄に天然の人の手が触れて、それらを取り上げ、天然の人の満足と栄光のために用いていました。これがコリント人への第一の手紙の内容です。


  もっと多くの詳細がありますが、扱わないことにします。それに触れたのは、あることを示唆するためです。その示唆をあなたたちは理解したと私は信じています。その示唆とは、天然の人が霊の事柄に触れることがいかに危険なことであり、どれほど悲劇的な結果を招くのかということです。私たちは例のきわめて恐ろしい警告、コリントにいるクリスチャンへの警告を取り上げました。彼らは「再生された」人々で「聖徒」と呼ばれており、神へと分離されていましたが、例の恐ろしい警告を受けました。その警告の根拠として、荒野におけるイスラエルの悲劇が挙げられています。彼らは荒野で滅びました。そして使徒はこれを用いてコリント人たちに、天然のものと霊のものとの間で何らかの妥協をするなら、荒野で戦いに敗れるおそれがあると警告します。もしあなたがまだエジプトにいるなら、すなわち、地理的には言わばエジプトの外にいてもエジプトが霊的にあなたの中から出て行っていないなら、あなたは立場的にはコリント人たちと同じところにいるのです。


  さて、これはみな消極面ですが、昨日の朝指摘したように、使徒が第一の手紙全般に関して与えた答え、コリント人が彼への手紙で提起した十の質問への答えは、モーセの律法のような規則や律法といった規約の形ではなく、諸々の原則という形で与えられました。そして、それらすべての原則はまとめて次の一つの原則になりました。すなわち、この中にキリストはどれくらいおられるのか？あなたたちの分裂の中にキリストはどれくらいおられるのか？「キリストは分けられたのか？」という原則です。


  パウロは、分裂の問題全体に照準を定めて言いました、「キリストは分けられたのですか？あなたたちはパウロへとバプテスマされたのでしょうか？」。キリストは分裂の問題や他のすべての問題――それらについては今は繰り返しません――を解決する原則です。これらの困難を解決するために彼が与えた答えは、キリストに焦点を合わせることです。彼が彼らに与えた答えは、これはキリストをどれくらい供給しているのか？ということでした。これはキリストをどれくらい表現しているのでしょう？すべてはこの観点から試され、評価され、決着がつきます。これらに対する答えは原則によって与えられるのであり、その原則とはキリストです。


  「私は私たちの主であるイエスを見たのではないでしょうか？」


  さて、これを過ぎたので、これらの手紙の残りのすべての部分と共に、積極面に移ることにします。コリント人への第一の手紙の一つか二つの句を見ていただきたいと思います。それは九章一節の一つの句にすぎませんが、「私は自由ではないでしょうか？私は使徒ではないでしょうか？私は私たちの主であるイエスを見たのではないでしょうか？」とあります。次の句を手に取って、一、二分の間、保持していただきたいと思います――「私は私たちの主であるイエスを見たのではないでしょうか？」というこの句です。


  さて、第二コリント四章四節に移ります。「彼らの中で、この時代の神は、信じない者たちの思いをくらましてしまい、神のかたちであるキリストの栄光の福音の光を、彼らの上に照らさせないようにしています」。また六節「なぜなら、『暗闇の中から光が照りいでよ』と言われた神は、私たちの心の中を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えてくださったからです」。


  



  「私は私たちの主であるイエスを見たのではないでしょうか？」


  



  「神は、私たちの心の中を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えてくださったからです」。


  さらにもう一つの句を加えたいと思います。今度はガラテヤ人への手紙一章十五節からです。この句はかなり大きな区分の中にありますが、一つの句だけ挙げたいと思います。「ところが、神が喜んで御子を私の中に啓示して、諸国民の間で彼を宣べ伝えるようにされた時」――私の中に御子を啓示することを神は喜ばれたのです。


  



  「私は私たちの主であるイエスを見たのではないでしょうか？」


  



  もちろん、これらの言葉の直接的背景は、使徒が自分の使徒職を立証して、「彼は十二使徒の一人ではないので、正当な使徒ではない」と言った者たちに返答したことです。これはその非難と関係していますが、これにはそれよりもっと大きな、もっと包括的な背景があります。それはこれらの他の節やそれと同様の多くの節に見られるとおりです。彼らに対する彼の返答は「私は私たちの主であるイエスを見たのではないでしょうか？」でした。「神は喜んで御子を私の中に啓示してくださいました」。神、最初に「光あれ」と言われた同じ神が、「私たちの心の中を照らして、イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えてくださった」のです。これが意味するのはイエス・キリストのパースンです。


  私たちの主であるイエスを見ること


  今朝専念するのは、このすべてを管理し、すべてを支配するイエス・キリストのビジョンです。これは、私たちと関係するきわめて重大な事柄の四つをもたらします――これはなんと包括的であり、革命的なのでしょう！この四つは重要です。第一に、神のエコノミーにおける人の地位と運命です。それは私たちの主であるイエスを見ることによってもたらされます。


  使徒が「私たちの主」というこの最後の句を付け加えたことを私は嬉しく思います。また、私は指摘したいのですが、「イエス」という名前が使われるのは、それが彼の復活前の生活と関係する時だけです。イエスという名が単独で使われている場合、その背景は彼の復活前の生活であることがわかります。しかし、復活後、使徒たちは彼のことを決してたんに「イエス」とは呼びませんでした。常に、私たちの主、私たちの主イエス、主イエス・キリスト、私たちの主であるイエス・キリストと関連付けました。そうです、「イエス」に留意しましょう。しかし、「私たちの主」と彼の主権が、彼の復活と昇天の後、視野に入ってきました。ダマスコ路で「彼は『あなたはどなたですか、主よ？』と言」いました――「わたしはイエスです」。その方がイエスであることを彼は知りました。「主よ（『イエスよ、あなたは私に何をさせるおつもりですか？』ではありません）主よ、あなたは私に何をさせるおつもりですか？」。まさに革命の始まりであり、その革命は肉にしたがって知ることから御霊にしたがって知ることへの移行です。これはみな補足の説明です。先に進みましょう。


  イエスを真に霊的に見ることで、四つの重大な事が見えてきます。


  
    神のエコノミーにおける人の地位と運命


    現経綸における務めの性質と原動力


    現在及び後の代々の時代における教会の性質と目的


    十字架につけられ、復活し、高く上げられたキリストの、この三重の文脈における絶大な意義
  


  これらは四つの重大な点であり、「私は私たちの主であるイエスを見たのではないでしょうか？」――「神は喜んで御子を私の中に啓示してくださいました」の中にすべて含まれています。神が御子を私の中に啓示された時、これを私は見始めました。使徒が述べているのは「これを私は見始めました」ということです。彼はこのようにこれらを列挙していませんが、私はこれらの四つの重大な点を新約聖書の内容・本質として取り上げました。


  ここから私たちは始めます。第一に、私たちの主であるイエスを見ることから、あるいは、神が御子を私たちの中に啓示して、神のエコノミーにおける人の地位と運命を照らし出し、明らかにされることから始めます。ここで私は言わねばなりません。（それにより私は論争の舞台に置かれるかもしれませんが）使徒パウロがヘブル人への手紙の執筆に直接関与していたと私は堅く信じています。彼がそれを実際に書いたにせよ口述したにせよ、少なくとも、ヘブル人への手紙の執筆に彼は明確かつ直接的な影響をかなり与えたことは確かです。私が述べようとしていることは、そこに記されていること、それから発していることが、おわかりいただけるでしょう。


  さて、パウロは、このコリント人への第一の手紙でも、人をその最初から、その開始から取り上げています。十五章に「最初の人、アダムは」とあります。それは人と共に始まります。人、人類の始まりにまで遡っていることがわかります。そして、彼は二つの人性の戦場にある人類を辿って行き、ついに栄化された人の地点に達します。この章はなんと素晴らしいのでしょう。私はこの章を何回も離れて立って見て、「どうやって死すべき人がこのようなことを知ったのだろう」と自問しました。その答えは、彼がイエス・キリストを見たこと以外にありえません。唯一の答えは「キリストの中にある一人の新しい人」です。


  キリストの中にある一人の新しい人


  「地上の体と天上の体があります。地的な体と天的な体があります。私たちは地的なかたちを帯びているのと同じように、天的なかたちをも帯びるようになります」。ここでパウロはこの天的なからだ、天の肉体、栄化された人間の特徴を描写しています。これは神のエコノミーにおける人の運命の驚くべき啓示です。


  ですから、パウロはアダムにある人をまず取り上げて、次に十字架によってアダムにあるこの人類を打ち、拒絶し、退け、脇にやって、新しい人すなわち「最後のアダム」から始めます。「もしだれでもキリストの中にあるなら、その人は新創造です」――古いものは過ぎ去って、すべてが新しくなりました。人の歴史がすべてこの手紙で網羅されています。つまり、まさに神の御心における人の始まりから、最初のアダムの創造における人の始まり、この手紙における人の拒絶、そして、新しい人であるキリストにあって創造された人に至るまでです。


  ああ、栄光の中にあるこの人はなんという人でしょう。この幕屋の中で私たちはうめきます！しかし、このうめきは何のためでしょう？ああ、私が創造された目的のため、私に対する神の御旨のためです。この幕屋の中で私たちは待ち望みつつうめきます。「子たる身分、すなわち、私たちの体の贖いを、熱心に待ち望んでいます」。私たちの新しい人を着ることを熱心に待ち望んでいます。「この朽ちるものが朽ちないものを着る時」。ああ、あなたはこれを求めてうめかないでしょうか？朽ちるもの、この死すべきものは、永遠に生きる「不死」を着ます。さて、いったいパウロはこれをみなどうやって得たのでしょう？「私は私たちの主であるイエスを見たのではないでしょうか？」「神は喜んで御子を私の中に啓示してくださいました」。


  パウロは言いました、「神はご自身の神聖な命令を私の中に繰り返してくださいました。混沌と暗闇の中にある全世界に対して神が『光あれ』と仰せられると――『光が生』じました。神はこれを私の中に行ってくださいました。神はこの暗くされた人性の中で『光あれ』と繰り返し仰せられました。そして神がそう仰せられた時、私は――この光の中で――御子を見、また御子の中に人類に対する神の御旨を見たのです」――神のエコノミーにおける人の運命を見たのです。


  これがみな十五章の中にあります。そしてパウロはこの見聞に基づいて、来るべき世界はこの人、この人性に完全に服することになる、と私たちに告げます。前に述べたように、これはヘブル二章です。「あなたは、あなたの御手のわざを支配させるために、人を造られました。あなたは、あなたのエコノミーと御旨により、万物を彼の足下に置かれました」。しかし、私たちが見るかぎり、これは古い人類には言えません。それは信用をなくし、失われ、その王国を失っています。


  しかし、私たちはイエスを見ています。この新しい人類を代表する人、包括的な人、この人類の最後のアダムであるイエスを見ています。栄光と誉れの冠を受けた彼を見ています。これが神の御旨における人の運命です。これがパウロが御霊によりここで述べていることです。


  神は得なければならないし、得ることになる！


  パウロはコリント人へのこれらの手紙の中で、また少なくとも彼の影響を受けているヘブル人への手紙の中で、人に対する神の強烈な関心と、歴史全体に及ぶ人に対する神の無限の忍耐と根気と労苦を私たちに示します。神は、人が後戻りできない点を超えないかぎり、決して、決して、人を一掃されませんでした。その点を超えたとき、人は「否、否」と言い、最終的に「否」と言いました――これがノアの時代でした。ノアは義の宣教者であり、それが彼らに及ぼした効果は「否」でした。そこで神は言われました、「わたしの前ですべての肉が終わるときが来た。なぜなら、地は彼らによって暴虐に満ちているからだ。見よ、わたしは彼らを地と共に滅ぼす」。不義の杯が満ち溢れるまで、神はこのようなことを決して何も行われませんでした。人は啓示された神の御旨を受け入れない決意を固めていたので、何の希望もありませんでした。


  他方、神の無限の労苦と忍耐と根気を見てください。ああ、神の主権はなんと素晴らしいのでしょう。神がユダヤ民族を選ばれたのは、彼らが完全な忍耐を神に強いることになっていたからだと私は思います。そして、確かにそうなりました。神の主権は素晴らしいです。時々私は思うのですが、神がユダヤ民族を選ばれたのは、ご自身が持っているあわれみを示すためにほかなりません。さて、これにより私たちはコリント人への第一の手紙の別の箇所に導かれます。「神は愚かな者（中略）弱い者（中略）卑しい者（中略）無に等しい者を選ばれました」。人類に対するなんという神の側の忍耐、辛抱、労苦、根気を使徒は示しているのかがわかります。それというのも、神はこのような被造物を大事にしてこられたからです。もし神が最後にこのような人類を得ないなら、神は完全に敗北したことになります。彼は神、すなわち聖書の神ではないことになります。彼は得なければなりません――御心にかなう人類を彼は得なければなりませんし、得ることになるでしょう。


  さらに、使徒はここで御霊によって次のことを示します。すなわち、ご自身の子供たちに対する神の取り扱いはみな（彼ご自身の子供たち、彼ご自身の家族という用語は、家庭を意味する用語です）彼ご自身の子供たちと家族に対する神のあらゆる取り扱いの目的は――栄光へと移すこと、多くの子らを栄光に導くこと、多くの子らを栄光へ至らせることなのです。しかし、次の御言葉と関連付けなければなりません。「わが子よ、主の懲らしめを侮ってはならない。また、彼に叱責されるとき弱り果ててはならない。主は愛する者を懲らしめ、受け入れるすべての子を叱責されるからだ」。ヘブル十二章は神の子供たち、神の家族に対する彼の取り扱いに関する素晴らしい章であり、「懲らしめ（子供の訓練）がないことは今は喜ばしく思われるが、悲惨なことである」ことを示しています――今、悲惨なのです。


  あなたも私もこれについて幾らか知っています。しかし、「後になると」。「後になると」とあります。この「後になると」に向かって、神は私たちを取り扱う働きをしておられます。この取り扱いがいかに厳しくてもです。後で再びこれについて見ることにします。今朝、私たちがそこまで到達するかどうかわかりませんが、ここに一つの原則があります。ああ！！私たちが辛い時をすごしている時、神は私たちに反対しておられるわけではありません。「神はお前に反対しているのだ」と悪魔は言います。辛い時、小悪鬼があなたの耳元で神を訴え、中傷し、あなたの思いをあの問いで捻じ曲げようとします。あなたを再びエデンの園に戻らせて、「神はそう言われたのですか？」と問いかけます。あなたを再び古いアダムの立場に戻らせようとします。ああ、兄弟たち、このような経験を通るよりも、これについて口で述べる方が楽です。あなたたちも、このような経験を通るよりも、これについて聞く方が楽です。しかし、「後になると」があるのです。「後になると」どうなるのでしょう？第一コリント十五章の終わりです。ああ、そうです、これはすべて、「しかし神に感謝します。神は私たちの主イエス・キリストを通して、私たちに勝利を与えてくださいます」という結果になります。私たちに対する彼の取り扱いはみな、この偉大な運命によって支配されています。そのために彼は私たちを造って召されたのです。


  



  子たる身分に定められた


  



  さて、使徒が示すこれはすべて、これはすべて栄光の内におられる完成された人によって示されています。そして、これはみな、人類に対する神の究極的御旨として彼によって示されているだけでなく、栄光の内におられるこの人によって確保されています。それは私たちに保証されています。そしてこの文脈で、使徒はギリシャからの一つの絵図を私たちに与えます。その絵図は、私たちの最終的贖いの「保証」として聖霊が私たちに与えられていることに関するものです。それがどんな絵図かご存じでしょうか？鉄道の駅の倉庫で、何かの品物、何かの製品を見たとしましょう。その用途や行先は決まっており、その上に「見本」という印が押されています。子たる身分に定められた「見本」です。それは保証、初穂、預言ですが、さらに続くものがあります。しかも、さらに続くものがたくさんあるのです。これは始まりにすぎません。来るべきものの一片にすぎません。使徒はこの比喩を用いています。「彼は将来の『見本』、保証、預言として、御霊を私たちに与えてくださいました」。それは保証されています。それはみな、私たちに臨むべく、彼にあって保証されています。そして、彼は私たちに御霊を送ってくださいました（聖霊についてこのように述べるのは不敬でしょうか？）――彼は見本なる方を送ってくださったのです。もしあなたや私が真に御霊を持っているなら、私たちは何を得ているのでしょう？――私たちの嗣業の保証です。それは何でしょう？――私たちはこの証し、この保証、私たちを保持して何かへと、ある運命へと至らせるこの力の働きを持っています。この保持のゆえに神に感謝します。使徒ペテロの言葉を引用しましょう、「終わりの時に啓示される救いへと至るよう、私たちは信仰を通して神の力によって保たれています」。


  



  私たちは御力によって保たれている


  



  さて、保持されていなければ、今日、私たちはどこにいたでしょうか？私たちが実際に諦めた時、「これ以上進めません。もう終わりです」と実際に言った時、もし放っておかれていたなら、私たちは去っていたでしょう。さて、奇跡的なことに、私たちはそれに対する御霊の保証によって保たれて、ここにいます。なぜなら、それは私たちのためにキリストの中に確保されているからです。ですから、使徒は言います、「あなたの確信を投げ捨ててはいけません、投げ捨ててはなりません。それには大きな報いがあるからです。神のみこころを行った後、あなたには忍耐が必要です……」。兄弟たち、これにはとても多くの内容があります。使徒が示しているように、これはみな、天におられる完成されたこの人にあって表されており、さらに、それは彼処の天で彼の中に確保されています。それは彼処の天にあって、この世の外にあり、どんな力も及ばず、安全であることを、私は嬉しく思います。


  



  （１）すべての総計―御子


  



  さて、使徒が次に示しているのは、イエス・キリストのこの世界への降誕は次のとおりであったということです。まず第一に、それは神がご自身を啓示された昔のすべての形式や方法の総計でした。「神は、様々な時に色々な箇所で預言者たちに語られました」。預言者たちによって、多くの面を持つ断片によって語られました。ここに一つの節があり、あそこに一つの節があります。この預言者を通して少し語られ、あの預言者を通して少し語られます。皆が小片、かけら、断片を語ります。彼は今やそれらすべてをまとめ、総結集し、ひとまとめにされました。御子が受肉してこの世に来臨された時、それはすべてを総括するものでした。それがこの箇所が示していることです！イエスを見るとき、神がご自身を啓示された昔のすべての方法や道や時期の総計を見ます。それはイエス・キリストにおける神の完全かつ最終的な啓示です。


  これをこの若者、タルソのサウロは見ました。彼には旧約聖書の背景知識がありました（ですから、聖書がなくてもすべて引用できました）。この背景知識と共に、彼はイエス・キリスト、復活・栄化された主を見ました。そして、彼の聖書は新しい書になりました。この御方の中にすべてが結集していること、すべてが総括されていることをパウロは見ました。「私は私たちの主であるイエス・キリストを見たのではないでしょうか。私が彼を見た時、私は見たのです」。もはや断片はありません。今や完全です。もはや小片やかけらはありません。一つの偉大な輝かしい総体だけです。もはや「昔」も「今」も「後」もありません。今や、神がご自身を啓示された昔の方法の総計は、すべて永遠に彼の中にあります。


  



  （２）御子―旧経綸の終わりと全く新しい経綸の導入


  



  次にパウロが見たものは、一ユダヤ人にとって、教育を受けた一ユダヤ人にとって、とても多くのことを意味しました。タルソのサウロのように徹底的教育を受けた者にとっては特にそうでした。私たちの主であるイエスは神がご自身を啓示された昔のすべての方法の総計であるだけでなく、経綸全体、モーセの経綸全体の成就でもあることを彼は見ました。このヘブル人への手紙にパウロが関与していたことは確かであると述べたのは、これが理由です。なぜなら、この手紙ではモーセの経綸はすっかり過ぎ去っているからです。ではこの手紙の目的は何でしょう？モーセの経綸からキリストへの移行です。彼は大祭司です。いけにえです。祭壇です。宮です。彼はあの経綸が型や絵図で示したいっさいのものですが、その成就でもあります。彼はその終わりであり、全く新しい経綸の導入です。それは天上にある天的なものであり、「手で造られた」ものではありません。ああ、この句は明確です。「この被造物からではありません」――経綸全体の成就です。兄弟たちよ、キリスト教界はパウロが見たものを見ているでしょうか？キリスト教界はこれをもう把握しているでしょうか？それは依然として旧経綸の祭服、衣、儀式、外面的事柄にしがみついているのではないでしょうか？これはすべて終わっているのであり、今や私たちの衣は彼の義の衣であること、そしてそれ以外のものは神の御前に出られないことを、それは見ることに失敗したのではないでしょうか。


  ペテロはこれを見ました。というのは、一ペテロ三・三～四で彼は親愛なる姉妹たちに向かって、「あなたたちの飾りは、髪を編んだり、宝石を身につけたりすることではありません」と述べているからです。「飾り」は原語では「その世界（コスモス）」です――「その世界」が「飾り」という語です。「そのコスモス、その世界」、その領域・体系は、このように自分の見栄えを良くすることではありません。ああ、私は不注意さや、だらしなさや、そのような類のことに決して賛同しているわけではありません。問題は、あなたがどんな「世界」に住んでいるのか、ということです――あなたは他の人から見てどう見えているでしょう、これらの外面的事柄によってあなたはどんな印象を与えているでしょうか？「そうではない」とペテロは言います。聖徒らしい婦人たちの世界はそのようなものではありません。それは彼らの世界ではありません。それは彼らのコスモス、彼らの体系ではありません。彼らの「飾り」は「柔和で穏やかな霊という飾り」です。ですから、外面的な一つの体系が終わり、今や全く心の中の御霊の体系であることがわかります。天的なものが天的な民にふさわしいのです。


  さて、この原則を見た人々もいます。彼らはある種の衣服を着ることでこれを有効化しようとして、その種の衣服を着る分派になりました。彼らがこの原則を見たのは結構なことですが、このような方法で原則を満たすことはできません。御霊が現れてご自身を表現されることが必要です。一つのエコノミーが終わって成就され、次に全く新しい体制に移行しました。それは、この新しい人性のための神の模範として、栄光のうちに完成・任命されたこの人の体制です。「キリストにしたがって」という句が頻繁に使われています。「キリストにしたがっている」か「キリストにしたがっていないか」が問題です。天で任命されたこの完成された人・人性――それに向かって彼は働いておられます――にしたがっているかどうかが、試金石であり、問題です。


  彼は働いておられます。そしてここで私たちはコリント人への手紙、特に第一の手紙における聖霊の地位に戻ることにします。この手紙を読み通すと、聖霊の完全かつ究極的な最高の目的は何でしょう？――「たとえ私が人や御使いの言葉で話したとしても（中略）たとえ私が自分の持ち物をすべて貧しい人に与えたとしても、たとえ私が自分の体を焼かれるために与えたとしても、もし愛がなければ、私は無です」。聖霊の最高の御業は、ものとしての愛ではなく、イエス・キリストの御性格です。愛をものとして身に着けることは可能ですが、それは見せかけ、言動の一つの流儀かもしれません。愛する人よ、人々があなたのもとに来て、あなたの肩に手を置いたとしても、陰では裏切ってあなたの間違い等を指摘するかもしれません。「偽りのない愛」でなければならないと使徒は言います。「偽りのない、偽善的でない、兄弟愛」―これがイエス・キリストの霊です。


  パウロが彼の手紙を書き終えた時、彼は「イエス・キリストの恵み……」と述べましたが、これは驚くべきことではないでしょうか（この祝福はあまりにも一般的になりすぎて、コリントの状況全体に適用・関連付けられたその文脈的意義の多くを失ってしまいました）。私たちの主イエス・キリストの恵みとは何でしょう？「……彼は富んでおられたのに、あなたたちのために貧しくなられました。それは私たちが彼の貧しさを通して富むようになるためです」。自己を空しくすること、これが主イエスの恵みです。パウロはこれを後にピリピ人に述べています。


  この祝福は何でしょう？「主イエス・キリストの恵み」です。常にイエス・キリストです。「神の愛」。これはどうやって知るのでしょう？ただイエス・キリストによります。他のどんな方法によっても神の愛を知ることはできません。「聖霊の交わり」―これは交わり、一つ（the unity）であり、諸々の分裂やあの分裂的精神（私はパウロにつく、アポロにつく、ペテロにつく等々）を取り除きます。


  



  「私は私たちの主であるイエスを見たのではないでしょうか？」
 「神は喜んで御子を私の中に啓示してくださいました」


  



  今朝、今は時間の都合で、次の偉大な点である、イエスを見ることはどのように現経綸におけるすべての務めの源であり性格であるのか、に取りかかることはできません。しかし、今朝私たちが聞いたことを静かに主の御前に保ちましょう。なぜなら、それは私たちへの課題だからです。ここにいる私たちは、「私は私たちの主であるイエスを見たのではないでしょうか？」「神は喜んで御子を私の中に啓示してくださいました」と、それが及ぼす効力、つまり、変革と変容と移行に照らして、どれほど言えるでしょう。それが起きた時、驚いたことに、なんと多くのものが去って行ったことでしょう。それは去って行きましたが、なんと多くのものが到来したことでしょう。なんという違いでしょう！私はこの区分に「すべてを管理しすべてを支配するビジョン――私たちの主であるイエスを見ること」という題を付けました。


  



  すべてを管理しすべてを支配するビジョン――私たちの主であるイエスを見ること


  



  行って、「これを私に行ってください」と彼に求めなさい。これだけは言わせてください。これは一度ですべて完了するものではありません。ああ、そうではありません、私たちの中には、長い年月を経て、今日、私たちの主であるイエスの意義と意味を、これまでの人生で見たことのないほど見ている人もいます。そうでなければなりません、神に感謝すべきことに、そうでなければなりません。最後まで私たちには常に余白、追加、余剰があります。ある兄弟は、「どの務めも、だれもその説教を終わらせられないほど、溢れ流れていなければならない」と言いましたが、彼が言わんとしたことはおわかりでしょう。あなたは、自分の時間の最後に至る時、自分の時間が許すよりも遥かに多くのものを得ているでしょう。主イエスに関しては、そうでなければなりません。ああ、これまで述べてきたことや、今日述べられることよりも、なんと多くのものを私は見ていることでしょう。彼はとても巨大で、とても満ちていて、とても広大であることを、私は見ています。私たちがここにいるのは、親愛なる友よ、キリストの偉大さについて一つの主題として話すためではなく、その表現となるためです！――これは私たちを打ちのめします。私たちは（もし彼が来臨されなければ）墓に葬られる時、「ああ、自分たちはまだ取りかかってすらいない」と感じるかもしれません。しかし、そうでなければなりません。彼はとても偉大で、とても素晴らしいです。もしそう判断していなかったのなら、そう判断してください。しかし、もしそう判断してきたのであり、私たちの目、私たちの心の目を照らされてきたのなら、私たちは彼の何かを見始めているのです。思い出してください、これに関して何の膠着状態もあってはなりません。コリントのように成長の停滞があってはなりません。幼児期が長引きすぎてはなりません。たしかに、赤ん坊の時に赤ん坊でいるのはかまいません。しかし、成熟期なのに赤ん坊でいるのは恐ろしいことです。


  コリントではそのような状況でした。成長は抑えられ、妨げられました。何のためでしょう？彼らは主イエスを見ることに実際に失敗したのです。彼らは教えを聞きました。使徒が話していることを知っていました。しかし、使徒は「私たちの心の目が照らされ」という点に再び戻らなければなりません。この第二の手紙で「覆いを取り除かれて」という点に再び戻らなければなりません。そして、私たちはみな覆いのない顔で別の御顔を見ます。「イエス・キリストの御顔にある神の栄光」を見ます。そして、「栄光から栄光へと、同じかたちへと変えられていきます」。


  ですから、主よ、この真理の提示により、私たちはこう言うしかありません、「あなたは彼方まで行かれます。私たちを彼方に連れて行ってください。そして、地上での全生活を、イエス・キリストの覆いのない御顔――その中の栄光――の益に浴させてください。私たちの主であるイエスを見たことの益に浴させてください。おお、私たち一人一人にこれを実現させてください。大いに実現させてください。素晴らしく実現させてください。ますます実現させてください。ついには私たちが最終的に彼の御顔を見るようになるまで。これを御名の中で求めます、アーメン」。


  



  第五章 務めの性質と原動力及び教会の性質と目的


  「さらにあなたご自身を」という言葉以外に何を私たちは述べられるでしょうか、また、それに優る何を述べられるでしょうか。おお、時々刻々、あなたの栄光をさらに示してください。おお、私の神また主よ、あなたのあらゆる恵みの中でさらにあなたご自身を、さらにあなたの愛と真理を示してください。受肉した御言葉よ、この時、この祈りに応えてください。主イエスの御名の中で求めます、アーメン。


  



  暴かれ、信用を失い、裁かれて、脇にやられた一つの人類から、試され、完成され、私たちの主イエス・キリストにあって栄光の中に据えられた別の人類への、この大いなる移行について考えるにあたって、とうとう私たちは共に過ごすこの時の終わりの時間を迎えました。私たちは、この移行が明確かつ大いに実際的なものになる光の中で、すべてを支配するビジョンに至りました。また、昨日見たように、使徒パウロにとって、このビジョン、彼が言うこの「天のビジョン」は彼の全生涯の務めの秘訣であり鍵でしたが、彼が復活して栄化された主イエスを見た時、そのビジョンの中で四つの点が使徒パウロに明らかになりました。この四つの点とは、すでに述べたように、第一に、神のエコノミーにおける人の地位と運命です。第二に、この経綸における務めの性質と原動力です。第三に、今と後の代々の時代における、教会の性質と目的です。そして第四に、十字架につけられ、復活し、高く上げられた、イエス・キリストの途方もない意義であり、これはすべてこれら三つの点の中に含まれています。


  さて昨日、私たちはこの四つの最初の点に専念しました。今朝、私たちは二番目、すなわち、この経綸における務めの性質と原動力に進むことにします。四番目の最後まで辿り着くかどうかは主次第です。


  使徒パウロは言いました、「神は喜んで御子を私の中に啓示してくださいました。それは、私が諸国民の間で彼を宣べ伝えるためです」。今、一時の間とどまって、一つの問いを発してそれに答えなければなりません。その問いとは、「務めとは何を意味するのか？」という問いです。おそらく、この務めの問題について、私たちは見方を改める必要があるでしょう。なぜなら、「務め」というこの言葉が発せられるやいなや人々の心に自動的に思い浮かぶものといえば、手に聖書を持って立って聖書から教える人のことだったり、救われていない人に福音を宣べ伝える人のことだったり、聖書と共に閉じこもって、それを学んで注釈を付け、公衆の前に出て来て自分の聖書研究の結果を与える人のことだったりするからです。こうしたことが常に「務め」という語句と関係しています。私がこの経綸における務めについて述べる時、あなたたちの中には、手に聖書を持って講壇の上にいる人や、群れの中で教えたり、説教したりする人のことを、すぐに思い浮かべる人もいるでしょう。この朝が過ぎる前に、主はあなたたちのためにこの観念をすっかり改めてくださる、と私は信じています。


  この務めの問題に関して、新約聖書は二つのことを述べています。新約聖書はエペソ書の中で、教会における務めのための特別な個人的賜物について確かに述べています。昇天された主は「ある人々を使徒、ある人々を預言者、ある人々を伝道者、そしてある人々を牧者また教師として与え」られました。これらは教会の中の特別な個人的務めの賜物です。そして、どうかこの「中の（in）」という言葉を丸で囲んでください。教会の中にはこれらの個人的な務めの賜物があります。しかし、新約聖書は教会自体の務めに関してさらに多くのことを述べています。御言葉は、教会の中のこれらの個人的賜物は教会がその務めを果たすことを可能にするためである、と述べています――教会がその務めを果たすため、キリストの奉仕者となるためなのです。


  さて、あなたは、「彼はある人々を使徒、ある人々を預言者、ある人々を伝道者、そしてある人々を牧者また教師として与えられました。それは聖徒たちを成就してその務めの働きへと至らせるためです」という節を覚えておられるでしょう。この文章に何の区切りも入れてはなりません。「（教会を）成就して（教会を『完全にして』）その務めの働きへと至らせるためです」。私の聞いたところでは、キャンベル・モルガン博士は、まさにこの節に関して、「この務めを果たしていない教会の奉仕者を神が助けてくださいますように……」とかつて述べたそうです。そして、この二番目の点、すなわち教会自体の務めに、今朝は専念することにします。


  使徒、預言者、伝道者、牧者、教師、これらの特別な奉仕者について話すつもりはありません。そうではなく、教会の務めについて話すことにします。そして、私たちが今週おもに専念してきたこの二つの手紙（コリント人への二つの手紙）は、非常に明確かつ強調的に、教会の務めを視野に入れています。使徒が述べていることはみな、コリントにおける神の務めの遂行を背景としています。そして、これらの手紙は、この経綸全体を貫いて私たちの時代へと至る伝達手段なので、聖霊が教会の務めについて教会に語っておられるものなのです。


  コリント人への第一の手紙で、使徒は、教会のこの務めを挫折させたり損なったりする、あのようなあらゆる事柄を扱っています。第二の手紙で、彼は「私たちはこの務めを持っているのですから」という言葉を用いて、この務めの問題をより明確かつ強調的に打ち出しています。使徒は一つの教会、地方教会に宛てて書いていることを思い出してください。使徒は自分の務めについて述べているだけではありません。それについて彼は多くのことを述べていますが、ここでは教会の務めについて述べています。「私たち」という言葉はコリント教会のことです。「私たちはこの務めを持っています」。それに関連する句を私たちは知っています。すなわち、「私たちはこの宝をもろい土の器の中に持っています」です――これは使徒たちだけでしょうか？いいえ、この「私たち」は団体的であり、私たち全員です。やがてこの点に戻ることにします。なぜなら、今朝、私たちが真に関心を寄せているのは、信者全員の務め、つまり教会の務めだからです。


  務めの性質と原動力
第一部


  さて、これを述べたので、先に進んで務めの性質と原動力について考えることにします。もう一度この使徒、これらの手紙を書いている特定の使徒について述べるにあたって、パウロは務めの代表者・模範であることを思い出しましょう。これらの手紙全体を通して、彼は自分のことをそう述べています。そして、務めに関して彼に言えたことは、彼が言うには、教会にも言えなければなりません。彼はこのような言い方はしませんでしたが、彼がこう述べているのは明白です、「私の務めの源、性質、力について言えることは、すべての信者や教会にも言えなければなりません」。彼は奉仕者の代表であって、例外ではありません。彼には他のすべての人を上回る度量があるかもしれませんが、問題は彼の代表者としての性格です。主はこの人によって、務めとは何か、務めはどのように生み出されるのか、務めの原則と法則は何か、そして包括的に言って、務めの背景は何か、をここで例示しておられるのです。あなたはこの使徒を、たしかに偉大な奉仕者ではあるのですが、原理的には、代表的な奉仕者として見なければなりません。


  パウロは始めるにあたって、直ちにダマスコ路に、彼のクリスチャン生活と務めの始まりにまで戻ります。すべてがここで始まったのです。なぜなら、覚えておられるでしょうが、そのとき、まさにこの開始時に、主がダマスコへの途上にある彼に会われた時に、主は「わたしはあなたを彼らに遣わす」（使徒二六・十七）という任務を彼にお与えになったからです。パウロは自分の回心に、キリストとの合一の中にある自分の生活の始まりにまで戻って、こう述べます、「生活、使命、務めについて言うと、私が彼を諸国民の間で宣べ伝えるために、神は私の中に御子を啓示してくださいました」と。ここにすべての源があります！主イエスのこのビジョンこそ、務めの性質であり、務めの源であり、すべての真の務め――つまり、この経綸におけるすべての真の務め――の原動力です。この経綸はイエス・キリストを啓示する神の光の内なる輝きから発して、進んで行きます。「神は喜んで御子を私の中に啓示してくださいました」。これは私たちに秘訣を与えます。


  タルソのサウロはダマスコへの途上にあります。そして、その途上、彼は天からの光を見ました。それは客観的な光であり、彼を外から盲目にしました。その光は栄光を受けた主イエスであることが判明しました。そしてパウロは、このガラテヤ人への節の中で、自分は客観的にあの光とあの栄光を受けた人を見ただけでなく、自分の内側にも何かが起きたのである、と述べています。彼の内側にです！彼は言いました、「私はナザレのイエスを迫害する途上にあります。この人を迫害することが私の人生の唯一の情熱になりました――ナザレのイエス、あの詐欺師（と私は信じています）、あの悪人、あの偽り者――これが彼なのでしょうか？彼は私たちの間にいて、エルサレムやガリラヤの通りを歩き、この国を行き来しました。その同じ方がいま私に現われました。この同じ方であって、別の方ではありません――外見や見聞に関するかぎり、同じ方です。これは何を意味するのでしょう？」


  あの内なる輝きはパウロの人生で圧倒的意義を持つものになりました。それで、彼は砂漠に行って暮らし、これについて熟考しました。彼の上に輝いたあの光は彼の中に輝いていました。そして、彼はこの方の意義を見ていました。この方は誰でしょう？――神の御子です！そうです、しかし彼はナザレのイエス、栄光を受けた人を見ていました――人に対する神の御旨の究極に至ったこの人を見ていました。パウロは内側で考えました、「私は彼を一人の人として知っていました。肉身の彼を見たことがあるかどうかはともかく、私は彼を知っていました――人々の中の一人としての彼については何でも知っていました。人の目では彼と他の人々とを区別できませんでした。ただあそこでだけ、彼はどこか違っていました。しかし、彼は人の中の人であり、これはあの同じ人です――変容した人なのです」。これについて彼はあの内なる啓示の光の中で考えなければなりませんでした。


  ここにいるギリシャ語を知っている人々は、「神は喜んで御子を私の中に啓示してくださいました」という御言葉が主観的・客観的であることを知っています。パウロは「私は客観的に見ましたが、主権的にも見たのです」と言うことができました。そして、これが起きないかぎり、親愛なる友人たちよ、私たちは効果的務めの道の中にはありません。今週あなたに話されたことによってあなたは見ているかもしれませんが、あなたはある種の客観的な形で見ているのかもしれません。すべてを客観的に見ているのかもしれません。それはとても素晴らしいことです。しかし、客観面から主観面に移って、「ああ、私はこれまで決してそれをそのように見たことはありませんでした。彼をそのように見たことは決してありませんでした」と言えるようになったでしょうか。使徒はこのように「客観的・主観的に」見るようになりました。そして、それが彼のクリスチャン生活と彼の務めの両方の出発点でした。そして、それらは共に進みました。


  兄弟たち、あなたは一信者として、一クリスチャンとして、新生した日から務めのために構成されていることをご存じでしょうか？この新しい人類の中に再生された瞬間に奉仕者に任命されたことをご存じでしょうか？だれかが務めに自分を任命する日をあなたは待っているのでしょうか。ああ、そうではありません、神はあなたを最初から務めへと召しておられます。これについて、これは創造の時に起きたことに対応している、とパウロは言いました。パウロは第二コリントの中で、務めに関するあの偉大な手紙の中で、「光あれ、光あれ」と言われた神は、この神聖な命令を霊的な形で私たちの心の中で繰り返して、「私たちの心を照らしてくださいました」と述べました――神は暗くされた人の心の中で「光あれ」と言われました……私たちの心を照らしてくださいました。目的は何でしょう？――「イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光を与えるため」です。これを前に聞いたことのある人、前に私がこれを述べるのを聞いたことのある人があなたたちの中にいると思いますが、少しのあいだ私がこの「栄光」という言葉に時間を費やしても、どうか我慢して付き合ってください。たしかに、タルソのサウロが見たのは彼にとって客観的な栄光でした。しかし、その栄光とは何でしょう？神の栄光とは何でしょう？


  二回目の集会で、アブラハムに現われた神の栄光について私たちは聞きました。その神の栄光とは何でしょう？神の栄光とは、だれかに対して、あるいは何らかの状況に対して、彼が全く満足されることです。神が満足される時、何かが彼から放射されます。クリスチャン経験でこれを知るのは容易です。あなたが戦い、実際の戦いを抱えているとします。それを切り抜けて、主があなたを至らせようとしている地点にあなたが到達し、その戦いが終わって、あなたが神のみこころに全く応じたとしましょう。何が起きるでしょう？内側に大きな祝福の感覚が生じます。戦いは終わり、戦闘は終わります。内側に安息と平安と喜びがあります。さて、これが栄光です。なぜなら、それは、人類における神の全きみこころの究極的成就へと至る道だからです。その時、この栄光は普遍的になります。そうです、「イエス・キリストの御顔にある神の栄光」はまさに次のことを意味します。すなわち、主イエスは神の御性質を大いに満足させたので、彼は平安・安息・喜びを帯びておられるのです。彼は神の満足を帯びておられました。「わたしは常に彼を喜ばせることを行います」―これが栄光です。


  栄光のことを、ただ客観的に輝いて燃え上がるもの、と思わないでください。むしろ、あなたたちの心を照らすもの、と思ってください。ああ、どう説明すればいいのでしょう？それはまさにこういうことです――すなわち、私たちは、主イエスに満足して、神の満足を満たす地点に、内的に達したのです。「大事なのは私がどのような者かではなく、あなたがどのような方かです――私の魂が真に安息できるのは、ただこれだけです。私の愛ではなく、あなたの愛です」。これが栄光です。パウロは言いました、「コリント人たちよ、神は私の心の中で、そしてあなたたちの心の中で、この新しい命令を実行してくださいました。彼が『光あれ』と仰せられると『光が生じ』たのです」。それは陸にも海にも決して存在しない光でした。「イエス・キリストの御顔にある神の栄光の知識の光」でした。


  さて、これが務めの源です。では、務めとは何でしょう？務めという言葉で私たちは何を意味しているのでしょう？務めとは私たちの生活からイエス・キリストが輝き出ることです。集会に行く必要はありません。何らかの人工的・機械的手段を持つ必要はありません。あなたは自分の聖書を読んで、きわめて素晴らしい系統的で秩序だった聖書講解を与えるかもしれません。しかし問題は、それは務めなのか？ということです。


  
    あなたはキリストを発しているでしょうか？


    キリストを伝達しているでしょうか？


    キリストがあなたの教えを通して伝わっているでしょうか？
  


  人々はあなたの研究、あなたの書庫、あなたの注解、あなたの見解、あなたの翻訳ではなく、キリストを感じているでしょうか？しかし問題は、これは何に由来するのか、私たちはどこでそれを得たのか、どのようにしてそれを得たのか？？？ということです。


  兄弟たち、聖書研究は悪いことだ、と私は述べているのではありません。私が言っているのは、一体それを通してキリストが現れたのか？！キリストが現れているのか？！ということです。あなたは奉仕者、説教者、有名な聖書教師かもしれませんが、それ止まりかもしれません。しかし問題は、自分は役職上そういう者なのか、それとも、キリストのつつましい一肢体なのか、ということです。公的賜物が全く何もなくても、人による任命が何もなくても、私はキリストを供給することができます。何らかの形でキリストを供給することができます。そして、これこそ務めです。最初から最後まで、これがあらゆる真の務めの源です。使徒はこう述べています、「それは私の中で始まり、私の中で進行しつつあります。あなたたち信者に私が述べるべきは、私が主イエスについて見ていること、つまり神の御子についての成長しつつある内なる啓示に尽きます」。


  務めの成長は「苦難」―「慰め」による


  さて、どのように務めは成長して前進するのか？という問題が生じます。これらの手紙に、特にコリント人への第二の手紙に、その答えがあります。そして、それは務めの手段、務めの成長というこの問題に関して、私たちの奥深くに強く触れることになると思います。これはどのようにそうなるのでしょう？もっと多くの学び、もっと多くの本によってでしょうか？ああ、違います、親愛なる友よ、それは成長・継続する務めの道ではありません。務めは絶えず成長しなければなりません、絶えず深まって拡大しなければなりません。しかし、どのようにしてでしょう？あなたのコリント人への第二の手紙をもう一度読んでください。そうすれば間もなく、この手紙を読み始めてすぐ、何度も繰り返されている言葉に出くわします。その言葉とは何でしょう？「苦難」と「慰め」です。


  この第二の手紙の冒頭のこれらの言葉に下線を引いてください。そしてその文脈の中で使徒は彼自身のたいへんな経験を示します。「何が私に降りかかったのか、あなたたちに知っていただきたいと思います――大きな死が降りかかったのです。（それは死であるという判決を彼は受けました。）しかし、私たちは死の判決を受けました。私たちは生きる望みを失いました。私たちは耐えられないほど圧迫されました」。その後、この手紙全体にわたって、使徒は絶えず、苦難、苦難、苦難という音色を響かせます。


  
    「私たちはこの宝を持っています」


    それはこの務めであり、


    私たちの心の中に啓示される


    イエス・キリストの啓示です。
  


  「私たちはそれを器の中に持っています」。私は逐語訳の「もろい土くれ」が好きです。壊れて粉々になるおそれがあるのです。「耐えられないほど圧迫されて、絶望するほどでした。私たちは生きる望みを失いました」。そして次に、彼は私たちに彼の苦難の一覧を与えます。


  もしあなたが務めについて考えているなら、座って考えてみるべきです。パウロ自身が出会い、遭遇し、中心から周辺に至るまでくぐり抜けたことをすべて考えなければなりません。その中心に何が見つかるでしょう？――不忠信、不忠実、不誠実な兄弟たちです。そして、その中心から外に向かってもっと大きな輪に移って行くと、人々が彼についてどう言っていたのかに関する多くの暗示や記述があります。「彼は真の使徒ではありませんでした。彼は十二使徒の一人ではありません。彼は復活後のイエスを一度も見たことはありません。彼は真の使徒ではありません。詐欺師です。偽り者です。彼はうろついてたかり、クリスチャンたちから金をまきあげているのです」。これらのことが示唆されています。その一覧全体があります。これが暗示されています。これがそこに示されています。


  パウロは続けて、苦難に関して「私は彼ら全員よりも苦難を受けてきました」と述べます。そして次に彼は、自分が何回牢獄にいたのか、何回むち打ちを受けたのか、何回海で難破して、一昼夜海の中にいたのか、飢え、裸、危険な目に何回あったのかを告げます――海で、陸で、盗賊たちや仲間のクリスチャンたちから危険な目に遭ったのです。彼が第二コリントのこれらの章で与えているのは恐ろしい二重目録です。それらをもう一度読んでください。この手紙の冒頭で次の言葉が重大な位置を占めているのも不思議ではありません――「キリストの苦難が私たちに溢れていますが、それは慰めもまた溢れるためです」。これが務めです。それは、おそらくキリストがこれまで得られた中で最も偉大な奉仕者である、このパウロのような人ですら、「私は絶望しました。生きる望みを失いました、私は耐えられないほど圧迫されました」と言うような時期のことでした。このようにして務めは成長するのです。


  もし主に向かって「主よ、私の人生をキリストの務めとしてください」と本気で言うつもりがあるなら、これが務めの成長の方法です。これがそれが前進する方法です。これが効果的な奉仕者になる方法です。これが務めが前進し、深まり、さらに多くの実を結ぶ方法です。私を信じてください、親愛なる友人たちよ、この使徒が務めの代表者である以上、そして、私たちは神の僕として霊的に実を結ぶべきである以上――実際にイエス・キリストの真の奉仕者である以上、私たちの生活の背後に隠れた苦難、御手の下での神との隠れた歴史が生じるでしょう。


  もしあなたが、キリストを供給する、真のキリストの奉仕者になるつもりなら、彼はあなたをご自身と共に何らかのどん底の経験の中に連れて行かれるでしょう。そこで、他の人々に対して大きな価値がある何かをあなたは発見します。なぜなら、十字架につけられて苦しんでいる神の僕こそ、真に豊かに実を結ぶ者だからです。そのような人について、「この人は彼の書庫や、彼の本から話しているのではありません。この人は自分が話していることを知っています――彼はそこにいたのです。その中にいたのです。これは彼の魂の苦しみから発しているのです」とあなたは言うことができます。務めが成長する方法に関する光の中で、もう一度第二コリントを読んでください。ああ、私はこれらの事柄をあなたたちに話したり述べたりしていますが、どれほど私が息を殺しているのかはただ神だけがご存じです。なぜなら、主が何かを行われるとき、それは厳しい道によることを私たちはよく知っているからです。キリストの「慰め」を知ることができるのは、キリストの「苦しみ」によってです。神の民として、私たちは何を望むのでしょう？情報でしょうか、それとも、慰めでしょうか？


  これに対するあなたの答えを私は知っています。しかし、これは宇宙全体にわたる恐るべきものであることを、私はあなたに注意していただきたいと思います。なぜなら、務めは私たちがその間で活動する人々に限られていないからです。この種の務めは「宇宙的務め」です。私は何を言わんとしているのでしょう？私が言わんとしているのは、この世の神は信じない人々の思いをくらましてきた、ということです。それは予防的措置、戦略的措置としてであり、神の栄光の知識の光が彼らを照らさないようにするためです。もし私たちの福音が隠されているとするなら、この世の神が盲目にした、滅びつつある人々の間で隠されているのです。――そのような務めとは何でしょう？それは霊的盲目という悪魔の業を滅ぼすものです。霊的盲目はみな、たんなる天然的なものではなく、悪魔的なものです。たんなる天然的状態を超えた所を打つ何かをあなたは得なければなりません。それはその状態の原因である「盲目にした者」を打ちます。


  サタンは「この世の神」です。そしてコリントの問題は、第一の手紙全体が示しているように、この世がこの人々の上に致命的な麻痺させる手を置いてきたことです。この世と古い人類は呪いの下にあります。兄弟たち、これは強烈に聞こえるでしょうか？しかし、あなたは「この呪われた自己」と言ったことが一度もないでしょうか。常に道を妨げているのはこの呪われた自己です。確かに、この人類は最初から呪いの下にあります。そして、この世も呪いの下にあります。これは、この人類とこの世は神の目的に決して至れないことを意味します。この人類とこの世の最後はどうなるのでしょう？滅び、すなわち、神の御顔の前からの排除です。パウロはこれをコリント人たちについて見ました。天然の人が侵入し、そしてこの世――その判断、標準、観念、価値観、考え――が教会の中のこれらの人々の間にありました。それが支配して、影響を及ぼしていました――コリントの世がコリントの教会の中に入り込みました――その思い、慣習、手続きの中に入り込みました。この世はどのようにそれを行ったのでしょうか……これがコリントの状況でした。


  確かに、私たちの天然の人は呪いの下にあります。私たちの古い人性は呪いの下にあります。それは神の御霊の事柄を受け入れることができません。なぜなら、神はそれを拒否されたからです。それは拒否されています。そして、この世は神の事柄に関して拒否されています。誰がそうしたのでしょう？この時代の神、この世の君です。そして神が介入される時、彼は「光あれ」と言われました。なぜなら、暗闇は神からではないからです。それは悪魔からです。そして、霊的部分について「彼は盲目にした」とここにあります――この時代の神が、この古い人性を盲目にして暗闇の中に陥らせたのです。そして神が「光あれ」と言われる時、悪魔の業は滅ぼされ、裁きは撤回されます。これが務めの効力でなければなりません。


  キリストの務めは、暗闇から光の中へと移すものでなければなりません。使徒パウロに最初に与えられた任務をあなたは覚えておられるでしょう。「彼らにわたしはあなたを遣わします。それは彼らを暗闇から光へ立ち返らせるためです」――ギリシャ語の正しい訳はこうです、「それは彼らが暗闇から光へ、またサタンの力から神に立ち返るためであり、彼らが嗣業を受けるためです」。暗闇から光へ、サタンの力から神へ立ち返らせること、アダムにあって失った嗣業を受けさせること、これが務めです。それは実に豊かです。それが、キリストの奉仕者たる私たちの存在が及ぼす効力・影響でなければなりません。


  キリストが現存しておられた時、彼は多くのことを話されました。彼は、おもに弟子たちに対して宣べ伝え、彼らを彼らの将来の働きのために備えられました。しかし、大事なのは彼が話されたことだけでなく、同じように彼の個人的臨在も大事でした。彼がある場所に行き、何かを話そうものなら、悪鬼どもは「私はあなたがどなたか知っています。神の聖なる者です」と叫びました。彼らは平安を保てませんでした。彼の臨在が彼らを引きずり出しました。彼の臨在によって人は暴露され、悪魔は暴露されました。彼の臨在、それこそがキリストの職務でした。


  ああ、主よ、私たちを奉仕者にしてください、私に耐えうるかぎり私を奉仕者にしてください。それは、その衝撃力、効力、影響によって、人々が光の中に移り、内なる方法で真に光を見るためです。光を――真理の光や、第一に聖書の光ではなく、しかし聖書を通して――イエス・キリストの光を見るためです。


  務めの試金石はその永遠の価値である


  務めに関して今朝述べるのは以上です――しかし、再びコリント人への手紙から次の言葉を付け加えることにします――務めの試金石はその永遠の価値です。さて、使徒パウロは苦難と永遠の価値というこの二つを関連付けています。「私たちが受ける束の間の軽い苦難は、遥かに卓越した永遠の重い栄光を私たちにもたらします。他方……」（さて、ここで読むのをやめないでください、接続詞に注意してください）「……他方、私たちは見えるものにではなく、見えないものに目をとめます。見えるものは一時的（過ぎ去って行く儚いもの）ですが、見えないものは永遠だからです」。私たちの務めの試金石は、おそらく、存命中に私たちが目にするものではなく、永遠へと続く後のものです。


  あなたが栄光に至る時、自分には自分が思っていたよりも遥かに多くの価値があったことを見たくないでしょうか？あなたが地上にいたことには、あなたの理解を超えた大きな価値があったことを見たくないでしょうか？ああ、古い人性のこの魂の命は、これを見ることを切望します。その結果を、その価値を見るために、常に事を行います。「他方、私たちは見えるものに目をとめません」。おそらく、これは聖書中、古い人を最も試みる言葉だと思います。どうすれば、見えないもの、永遠の未来のものに基づいて生きて、満足していられるのでしょう？ああ、古い人性ではなく、新しい人性によってです、務めの永遠の価値によってです。


  教会の性質と目的
第二部


  さて少しの間、次の点に進みます。今および後の時代における、教会の性質と目的です。そしてここでまた、教会について述べる時、意味の再考が必要です。何年間も私は教会について多くのことを話したり書いたりしてきました。しかし、まさに教会というこの問題について、変更を余儀なくされていることに私は気付きました。これまで述べ、教え、信じ、それに基づいて行動してきたことを放棄するわけではありません。そうではなく、私たちが先に進むにつれて、自分たちが最初に行ったことの大部分、自分たちの教会の教えと称してきたものの大部分、多くのものが崩壊したと言えるのではないでしょうか？！


  さて、兄弟たち、今日あなたたちは教会について何に気づいているでしょうか？まず初めに、あなたたちは周囲を見渡して、「それはどこにあるのでしょう？これは教会でしょうか？まあ、これはエペソには及びません。それとはかけ離れていて、コリントに酷似しています」と言っているかもしれません。では、教会とは何でしょう？今及び来るべき時代における、その機能は何でしょう？使徒パウロはこれら二つの点を常に一緒に結び付けています。「教会の中で、またキリスト・イエスの中で、彼に栄光がすべての時代にわたって、永遠にかぎりなくありますように」――これが今だけでなく後の教会の機能です。


  教会とは何でしょう？もちろん、教会の様々な象徴があります。教会は「神の家」、「宮」、「キリストのからだ」、「花嫁」等々と呼ばれています。「これらは別のものなのですか？」とあなたは尋ねるかもしれません。いいえ、それらは一つのことの諸々の面にすぎません。神の家――神が住まわれる場所です。神の宮――神が礼拝される場所です。キリストのからだ――ひとつのパースンの器です。キリストのからだは一つの機能です、このパースンを表現する多くの面を持つ一つの機能です。花嫁――キリストと教会の間の愛情関係の表現です。「キリストは教会を愛して、そのためにご自身をささげられました（中略）同じように夫たちは自分の妻を愛しなさい……」。花嫁はキリストとその教会との間の愛情関係です。これらはみな一つのことの象徴です。では、これらの面を持つ一つのものとは何でしょう？そして、この点に私たちは達しなければなりません、ここで思いを改めなければなりません。


  それでは、教会の包括的名称は何でしょう？「一人の人」です――この表現はあの偉大な教会書簡であるエペソ書にあります。そこにはこうあります、「彼は隔ての中垣を取り壊されました」。その中垣はユダヤ人と異邦人（昔ながらの民族的な人の区別・区分です）との間のものであり、彼はこの区別を取り除いて、「この二つのものから一人の新しい人」を造られました。包括的名称は人、「一人の新しい人」です――一つの新しい人類です。それは新創造の人々、男女、ユダヤ人と異邦人（生来のままではないユダヤ人と異邦人）の集合体であり、ただ一人の新しい人、一つの新しい人類です。これが教会です！では、どちらの人類でしょう？これはその機能と関係しています。その性質があるのです。


  ああ、これを心に留めてください、親愛なる友よ、私はだれも怒らせるつもりはありませんが、神は何をしておられるのでしょう？何を求めておられるのでしょう？教会と称される新しい施設、新しい教会組織、個々の宗派・非宗派のように共通の性質を有する何かを人々の間に造ることを求めておられるのでしょうか？神はそういうことをしておられるのでしょうか？そういうことを神はしておられるのでしょうか？（ここで私たちは考えや心を改める必要があります。）いいえ！彼はその中にはおられません。いいえ、彼はそのようなことをしておられません。彼は人々と共におられるのであり、物事と共におられるのではありません。しかし、神は霊的な方法で、最初になさったことをしておられます。「人を造ろう、人を造ろう」と神は述べつつ前進しておられます。ご自身の構想と共に進んでおられます。教会は一人の新しい人です――施設や、教会がそう呼ばれているこれらの事柄のいずれでもなく、人を造ろう、と神は仰せられます。神は「人を造ろう」と言われました。そして、これが彼があなたや私に行っておられることです。神は私たちから、クリスチャンたちがそう呼ばれているところのものや、彼らがそれで通っているところの名を造り上げようとしておられるのではありません。彼が私たちの上にまさに働いておられるのは、私たちを「この人」に構成するためです。


  最初に述べたことを、あなたは覚えておられるでしょう。「彼は彼ら（男と女）を何と呼ばれたでしょう――彼らを人と呼ばれたのです」。ここのこの箇所では（姉妹たちよ、私が今から言おうとしていることをどう受け取るか注意してください、なぜなら「そこには男性も女性もない」からです）一人の人となっています。つまり、一つの人類なのです。私には説明できません。なぜなら、栄化後の人類がどうなるのか私は知らないからです。しかし、イエスは結婚と再婚に関するある人の問い（女性が再婚した場合、その女性は将来誰の妻になるのか？という問い）に答えて、「あなたたちは間違っています（中略）復活の時には、彼らはめとったり嫁いだりしないで、御使いたちのようになります」と言われました。それは別の種類の人類です。ああ、諸々の疑問が湧くでしょう、「天では私の夫がわかるでしょうか、天では私の妻がわかるでしょうか？」。わかります！しかし、夫と妻、妻と夫というこの地上の人間関係がいかに尊いものだったとしても――そうです、これは尊いものであり、とても尊いです――それよりも遥かに優った形で知るでしょう。しかし、夫と妻が互いを知るのは、肉の中でよりも、御霊の中での方がよくないでしょうか？彼らが一つ御霊、一つビジョン、一つ目的の源から共に流れ、彼らの結び合わされた生活から家庭や近所でイエス・キリストが現わされるなら、それは素晴らしくないでしょうか？これはとても尊いことです。


  私には息子がいました。主は三、四年前に彼を取り去られました。私の息子との関係は良好でした。父と息子としての私たちの間に争いはなく、困難は全くありませんでした。そして、彼と私の間にはとても霊的な交わりがあったので、私は自分の心を彼に全く開くことができました。だれに対してもそうであるように、また大抵の人々に対する以上に、そうすることができました――なぜなら、彼は私の息子であっただけでなく、私の霊的友人でもあったからです。兄弟たち、あなたたちは私が何について述べているのかご存じです。このように私たちは知るようになります。そして、このように知ることの方が優っています。ですから、自分の夫、自分の妻がわかるのか、と心配しないでください。ああ、「その時、私が主に知られているように、私も知ることになります」という御言葉どおりに、あなたも知るでしょう。


  その使命：キリストを放射すること


  さて、先に進まなければなりません。今そして永遠における教会の使命は、キリストを放射するものとなることです。今そうなることが御旨であり、私たちがそうなるよう神は助けてくださいます。今日、教会についての御思いはこの一事に集約されます。すなわち、この別種の人が、個人的にまた団体的に、存在するようになることです。これを広く受けとめましょう。


  ペテロが古いユダヤの人性からの移行をどのように通り抜けたのかに、あなたは感銘を受けないでしょうか？――彼はカイザリヤとコルネリオの家で異邦人に関する戦いを通り、ヤコブと長老たちがエルサレムから下って来た時、アンテオケで戦いを通り、異邦人と共に食事をすることから身を引きました（パウロはこれを「欺瞞」と称しました）。こうした出来事をすべて彼は通り抜けました。神に感謝すべきことに、ペテロはそれをすべて通り抜けました。そして、彼は彼の手紙の冒頭で何と言ったでしょう？――「ポント、ガラテヤ、カパドキア、アジア、ビテニヤに散らされている聖徒たちへ」。ペテロは言います、「あなたたち、ガラテヤ人、カパドキア人、アジア人、ビテニヤ人よ、あなたたちはみな散らされています。このような離散が起きました。あなたたちはみな散らされています、あなたたち聖徒たちよ、それでも、あなたたちは霊の家であり、一つの家です。多くの家ではなく、一つの家です。至る所にあります」。これは何でしょう？それは主が男たちや女たちの中に住まわれる場所です。


  普遍的な教会は、神の観念によると、地上におけるただ一人の人です。素晴らしいことではないでしょうか、私たちが主の民のだれかに初めて出会う時、これに気づくのは！ついには、「あなたたちは何に属していますか？」と、あなたたちか彼らが尋ね始めるようになるのです。あなたが主、一人の人、一人の幸いな人の事柄について話し始めるだけで、こうなります。さて、これはとても初歩的です。とても単純です。しかし、これこそが普遍的な教会の姿であり、地域的な教会の姿なのです。


  人々が地元の群れにやって来る時、彼らが来て、「さて、これが彼らの振る舞い方であり、こういうことを彼らは行っています。彼らにはバプテスマ、主の食卓があり、このような礼拝形式があります」と言うようではいけません。そうです、これらは結構なことであり、それなりの役目があって、神聖な秩序の一部かもしれません。しかし、そこで彼らは何に出会うべきなのでしょう？――私たちのバプテスマ、私たちの主の食卓、私たちの進め方、私たちの手腕ではありません。「神がこの場所におられる！」――彼らは主に出会わなければなりません。それをこう述べることや、それを定義・説明することは彼らにはできないかもしれませんが、「そこには何かがあります。この人々には命があります。この人々は他のどこにも見つからない何かの益に浴しています。それは主です」という印象を受けます。ああ、私たちのすべての地方の群れがまさにこうでありますように。私たちが進んで行くところがどこであれ、与える印象が「主はここにおられます、主はここにおられます」でありますように。


  私は普遍的群れから地元の群れに移りました。今、個人に移ることにします。コリント人に使徒パウロは、「あなたたちは自分の体が聖霊の宮であることを知らないのですか？彼があなたの中に住んでおられるのです」と言いました。私は教会の縮図です（もしくは、そうなることが御旨です）。また、あなたたち各人も教会の縮図となることが御旨です。それは何でしょう？普遍的教会に団体的に言えることは、私たちにも言えなければなりません。人々が私たち一人一人と出会う時、彼らが出会うのはキリストでなければなりません。このパウロという人の心に臨んだのは、彼が学び、読み、知性を働かせた事柄ではありませんでした。そうではなく、彼は主であるイエスを見たのです（そして、彼の生涯は見る生涯でした）。教会が実際には何なのかを彼は見始めて、見続けました。そして私は申し上げたいのですが、兄弟たちよ、もしイエス・キリストを見ていないなら、あなたは教会について何も知らないのです――それについてどれほど読んだり、語ったりしてきたとしてもです。もし彼を見ていないなら、教会とは何かわかりません。それはものではありません。しかし、もしあなたが彼を見ているなら、人々の中に住んでいるのは彼、一人のパースンであることがわかります――それが教会です！今朝はこれで十分だと思います。もっと多くのことを述べることもできましたが、時間が尽きました。祈りましょう……


  おお、主よ、この真理を私たちの内に生かしてください。あの神聖な命令を実現させてください。光が私たちの心を照らし、私たちの理解力の目が照らされますように。それは、私たちがあなたの光の中で光を見るためです。あなたの御名と栄光と満足のために、アーメン。


  



  第六章 十字架につけられ、よみがえらされ、高く上げられたイエス・キリストの途方もない意義


  主よ、私たちがあなたに、「私の目を開いてください。それは、あなたの律法の中から素晴らしいものを見ることができるようになるためです」と言う時、あなたが私たちに示せる最も「素晴らしい」ものはあなたの御子であることを、あなたはご存じです。ですから、物事ではなく御子です。今朝、御子を見ることができるよう、私たちの目を開いてください。あなたに、人々にではなく、あなたに、「私たちはイエスを見たいのです」と、私たちは申し上げます。ああ、あなたのあわれみにより、私たちがここを去る時、「私たちはイエスを見たのです」と真に言えるようにしてください。あなたの御名のゆえに、そうなりますように、アーメン。


  



  今、「大いなる移行」に専念してきた時間の最後に至りました。最初に述べましたが、全聖書は神と人類で占められています。旧約聖書は、全体を通して古い人類についてであり、この人類がなんと全く信頼に値しないのかを示しました。そして、旧約聖書の終わりでは、それは最終的に失敗であったことが証明されました。旧約聖書がマラキ書で終わるのは歴史的順番ではなく霊的順番にしたがっていることにあなたは気づいていると私は期待します。マラキ書ではなんと惨めな光景でしょう。この書は失敗で終わります。新約聖書は、主イエス・キリストと共にもたらされた新しい人類の導入と発展で、すべてが占められています。そしてその時点から、新約聖書はすべてこの新しい人類――キリストはその代表者です――の誕生、成長、最終的・究極的栄化で占められます。


  これが、今週午前の一般的背景です。そして二日前、私たちはすべてを含む主イエスのビジョンに移って、次のことを見始めました（一生ここにとどまっても、決して見終わらないでしょう）。すなわち、イエス・キリストの中に何があるのか、彼は何をもたらされたのか、使徒パウロが「神は喜んで御子を私の中に啓示してくださいました」と述べた時、彼は主イエスの中に何を見たのかを、です。それはなんと途方もない啓示だったことでしょう。それは使徒の生涯の間ずっと成長し続けました。そして、すでに述べたように、あのビジョン、あの「天のビジョン」、あのように主イエスを内的に見ることにより、四つのことが使徒に臨みました。


  第一に、栄化されたイエスの中に、パウロは神の永遠の御旨にしたがって、人類つまりキリストにしたがった人類の地位と性質と運命を見ました。次に彼は、命の務めの性質と原動力、主イエスの昇天とその再来の間のこの長い経綸全体にわたる務めの性質と原動力を見ました。この務めが何か、その使命を彼は見ました。彼は主イエスを見た時にこれを見ました。私たちはそれに多くの時間を費やしましたが、十分ではありません。次にパウロは、現在及び彼が言うところの「代々の時代に至る」教会の性質と目的を見ました。この三つの偉大なものを彼は見ました。その後、パウロは四番目を見ました。これに今朝専念することにします。


  パウロは十字架につけられ、よみがえらされ、高く上げられたイエス・キリストを見た


  タルソのサウロは栄化されたナザレのイエス――「栄光の中にある人」を見ました。そして、この人を内側で見れば見るほど、あのビジョン、あの啓示を見れば見るほど、先述したこの三つのものを彼は見るようになりました。その後パウロは、十字架につけられ、復活させられ、高く上げられたイエス・キリストの途方もない意義を見ました。もちろん、これらのことが彼のすべての書き物を満たしています。この四つの点を念頭に置いて、あなたはそれらの書き物に取り組まなければなりません。繰り返すと、十字架につけられ、よみがえらされ、高く上げられたイエス・キリストの途方もない意義です。


  このタルソのサウロという人が主イエスを見た時に何が起きたのか、私たちは全く感じ取ることも、認識することも、想像することもできません。なぜなら、彼はナザレのイエスのことを詐欺師、偽教師、偽指導者、人々を迷わせる者と思っていたからです。また、この偉大な魂が抱いた反感、憎しみ、恨みの感情のありったけが、この人、ナザレのイエスに対して溢れ出たからです。彼はそのとてつもない能力、天然の能力、訓練、あらゆる知識を用いて、あの人、イエス・キリスト、ナザレのイエスと関係しているレムナントを撲滅することを、生涯の仕事としました。イエス・キリストの十字架は彼が受けるに値した磔刑だったと彼は見なしました。ナザレのイエスの死は、私たちが知っているような死―― 一巻の終わり――であると彼は見なしました。それは恥であり――恥、恥辱、不名誉に彼は値しました。それ以上でした。彼のユダヤ的観点から、彼はあの十字架上のあの人を、神に呪われた者、全能の神に呪われた者と見なしたのです！これがナザレのイエスに関する彼の考えでした。


  パウロがダマスコに向かう途上イエスを見て、光によって打たれた時、それが誰で何を意味するのか、その時はわかっていませんでしたが、それに圧倒されて、「主よ、あなたはどなたですか？」と彼は言いました――「わたしはイエスです、わたしはイエスです」という返答があった時に、この人サウロの内に起きた途方もない大変革は伺い知れません。「あなたがあのような思いを抱いていた者です。あなたがあのようなあらゆる思いや感情を抱いていた者です。わたしはその者です。わたしはイエスです」。その時、この人がどう感じたのかは伺い知れません。しかし、その時、そしてその時から、彼は栄光を受けて権力の座にあるこの人イエスを見始めました。この人イエスは、タルソのサウロのような人さえも、一撃で地に打ち倒してひれ伏させることができます。その後、彼は人々に起こしてもらって、目的地まで盲目のまま手を引いてもらわなければなりませんでした。それに圧倒されて、彼はこの方によって、あの磔殺はたんなる磔殺ではなく、あの死は自分が思っていたような死ではなかったことを見始めました。むしろ、彼の後生涯と教えからわかるように、十字架につけられたイエス・キリストこそ彼の見たすべてだったのです。


  



  彼は私の代わりに死なれました：彼は皆のために死なれました


  



  なんという「皆」の意味をパウロは見たことでしょう。それは彼の務めの中に実に豊かに現れます。パウロがまず第一に見たのは、あの死、あの恥に満ちた死、あの恐ろしい死は彼自身の死だったということでした。パウロは自分に対する神の御思いを見ました。それが彼に対する神の姿勢でした。パウロは言えたでしょう、「あのように十字架上にあるあの人、全く不名誉と恥とどうしようもない弱さの状況の中にあるあの人、あれはすべて――私だったのです、あれは私だったのです、あれは私の人性に対する神の御思いだったのです。彼は私のために死なれました（ですが、その意味は「私の代わりに」であることはご存じでしょう）。彼が死なれた時、私も死にました。あの死は私の死であり、あれは私、タルソのサウロに関する神の御思いだったのです！」。ああ、なんという革命でしょう！彼は自分と自分の能力を重んじていました。しかし、見てください、このように神はタルソのサウロを暴露されましたが、それどころではありませんでした。「彼は私の代わりに死なれました」とあります。それはある種の死であり、死に関する新しい観念でした。


  さらにパウロは見ました。もちろん、私は彼の教えを第一に保っています。何かを読み込んだり、でっちあげたりはしていません。あなたは座って、新約聖書から私が述べていることを、自分自身ですべて検証することができます。ある種の人の上に下された裁きであるあの死、あの恐ろしい死は自分の死だったことを彼は見ただけでなく、それはアダムにある全人類の死でもあったことを彼は見ました。パウロはどう述べているでしょう。「なぜなら、私たちはこう判断するからです。すなわち、ひとりがすべての人の代わりに死なれたからには、すべての人が死んだのです」。コニーベアは、「それは全人類の死でした（中略）『アダムにあってすべての人が死ぬ』のと同じことです」と述べています。これは主イエスの十字架に対する新しい観念です。それは私たちの死であり、全人類、もともと私たちが属している人類、全体の死でした――すべての人が死んだのです。しかし次にパウロは、イエスの死の場合、それは一巻の終わりの死ではなかったことも見るようになりました。それは死を滅ぼした死でした。ある意味において、それは死の終わりとなる死でした。「彼はすべての人のために死を味わわれた」のは事実です。しかし次に、「彼は死の力を持つ者、すなわち悪魔を滅ぼされ」ました。


  宇宙的十字架：宇宙的死


  ですから、パウロが十字架に見た死の死から、死の死が生じました。キリストは復活させられて、永遠に生きておられます。そして、パウロはさらに見ました。あの十字架は、私たちが前に使った言葉を用いると、宇宙的死であることを見たのです。つまり、それは個人や人類を超えて、あの裁きが必要となったこの状態を招いた悪の勢力の全領域に至ったのです。イエスは十字架に行かれた時、「今、この世（コスモス）の君は追い出されます」と言われました。そして後に、使徒は、「彼は主権者たちや権力者たちを剥ぎ取って（中略）公にさらし者とし（中略）彼の十字架によって彼らに勝利されました」と言いました。宇宙的十字架、宇宙的死が天の下層の最果ての境界にまで及んで、死の力を持つ者、すなわち、サタンを滅ぼしたのです。


  パウロは、神の啓示によって、「自分の中に」啓示された御子を見た時、このすべてを見るようになりました。そこで、主イエスの十字架・復活・高揚というこの問題について、さらに詳しく見ることにしましょう。


  一、イエス・キリストの啓示は、すでに述べたこれら三つの点をすべて含んでおり、人類の運命（一方はキリストの外にある人類であり、その運命は裁きです。他方はキリストの中にある人類であり、その運命は栄光です）も含んでいます――


  一、心の中に啓示されたイエス・キリストを見ることにより、パウロはこの経綸全体にわたるすべての真の務めの性質と力を見ました――


  一、彼は今と来るべき諸々の時代における教会の性質と使命をも見たのであり、見始めたのであり、先に進むにつれてますます豊かに見るようになりました――


  一、彼はこれらの三つの重大な点をイエス・キリストの御顔の中に、イエス・キリストのパースンの中に――すなわち、イエス・キリストの臨在と啓示によって――すべて見ました――


  一、彼はこれをすべて見たのであり（これが今朝の要点であることを思い出してください）、人類の運命全体、諸世紀にわたるあの務め全体、時間と永遠における教会の地位と使命全体を見ました。しかし、それはみな主イエスの十字架を中心としていることをパウロは見たのです。


  十字架はパウロにとって重大な、重大なものでした。「決してあってはなりません」と彼は言いました、「私たちの主イエス・キリストの十字架以外に誇るようなことは。（中略）私たちは十字架につけられたキリストを宣べ伝えます（中略）私はあなたたちの間で、イエス・キリスト、十字架につけられた御方以外、何も知るまいと決意しました」。なぜなら、この中身はみな主イエスの十字架にあるからです。イエス・キリストの十字架は人類の極点であることをパウロは見ました。イエス・キリストの十字架は古いアダムの種族の決定的瞬間であることを彼は見ました。暗闇（ああ、天然的暗黒以上のものです）の中にあるその所で神は言われました、「扉は閉ざされました、ある種の人類に対して扉は閉ざされました。これはその人類に対するゼロ回答です」。これを学ぶには一生かかります。聖霊が人生を握られる時、彼は常に私たちをこれに、この一つの事実に連れ戻されます。そして、このことやあのことやその他のことを指摘して、私たちの中で「それは主イエス・キリストの十字架を通して終わりました。十字架はそれに対して扉を閉ざしました。もしあなたがそれを持ち込むなら、あなたは十字架の御業に逆らっています」と言われます。


  これらのコリント人への手紙だけでなく、ヘブル人への手紙においても、十字架を捨てて、神の御子を新たに十字架につけ、私たちの贖いの血を踏みにじるのは、恐ろしい、恐ろしいことです。ああ、使徒たちはこれについて多くのことを述べていますが、それは議論を巻き起こします。それは私たちの今朝の主題ではありませんが、存在しています。兄弟たち、十字架はある特定の人類の種類や型や方法に対して、永遠の「否」を突きつけました。聖霊は私たちにこれを教えようとしておられます。もしあなたが聖霊に対して敏感なら、聖霊が何を許し何を許されないのか、自分は何をなすべきか、とてもよくわかるはずです。


  ああ、特に若いクリスチャンたち、しかし私たち一同よ、聖霊をこのような形で知ることは私たちにとってなんと重要でしょう。あなたは色々な人の所へ行き、質問してまわります、「私はするべきでしょうか？してもよいでしょうか？することができるでしょうか？」。そんなことをする必要は全くありません。もしだれかが「してもかまいません」とか「してはなりません」とかあなたに言い始めたとするなら、彼らは間違いを犯しています。あなたは聖霊によって自分の心で知らなければなりません。もしあなたが御霊から生まれているなら、御霊がある事柄に関してあなたの居心地を悪くされるとき、あなたはそれをわきまえなければなりません。御霊はあなたの耳に言葉を囁いて、「だめです、それをしてはいけません」と言われるのではなく、内側に語られます。「これに関して私は以前のように幸いではありません。これらのことをする自由を以前のようには感じません」。私が言わんとしていることはおわかりでしょう。聖霊はただあなたを十字架に連れ戻して、「それは無に帰しました。それは終わりました。それは古い人類に属しています」と再度述べておられるにすぎません。


  兄弟たちよ、あまり細かいことから始めるべきではありませんが、主イエスの十字架は大いに実際的なものです。十字架はたんなる歴史上のものではありません。十字架はたんなるクリスチャンの信条の一つではありません。主イエスの十字架は圧倒的なものであり、恐るべきものです。これがどれほど真実なのかを学ぶには一生かかります。しかし、その事実は最初からここにあります。それはアダム族の決定的瞬間です。そしてさらに、十字架はこの世の君を決定的に征服しました。「今、全世界は悪しき者の中に横たわっています」と使徒は述べています。「全世界は悪しき者の中（に包まれています）」。もともと、私たちはあの領域、あの王国の中にありました。しかし、偉大な力強い十字架の御業は――「私たちを暗闇の権威の中から（中略）愛する御子の王国の中へと移す（移行する）」というこの移行を成就しました。もともと私たちはこの世の君のあの王国の中にありましたが、十字架でイエスは「今、この世の君は追い出されます」と言われました。さて、キリストは何を言わんとされたのでしょう？悪魔の滅亡ではありません。私たちはこれをとてもよく知っています。悪魔はいなくなったわけでも、力がなくなったわけでもありませんが、それよりもよいことです。おそらく、あなたは、勝利や圧倒的勝利なるものの存在をご存じでしょう。征服者になることもあれば、圧倒的征服者になることもあります。私は何を言わんとしているのでしょう？


  あなたたちの多くは、アメリカにいて、おそらく、それについてあまり注意を払わず、それについてあまり知らないかもしれませんが、私たちの中には南アフリカのボーア戦争を生き延びた人もいます。それがどのように進行したのか、そしてそれが南アフリカをどれほど破壊・荒廃させたのかはご存じでしょう。最後に、英国が優勢になって、ボーア人の将軍の何人かを捕えました。その中にボサ将軍がいました。この名にあなたはピンとくるでしょうか？彼はボーア軍の偉大な将軍の一人でした。人々は彼を捕えて投獄しました。彼は征服されました。ボサが英国人とその習わし、生活を見て、彼らの真実を学んだ時、彼は変わり始めました。最後には、手短に述べると、彼は英国の最善の助言者・協力者になりました。ボサ将軍の人生は素晴らしいです――彼はなんと高い栄誉と敬意を受けたことでしょう。第一次世界大戦にまで彼は助け手として駆けつけました。英国に味方する偉大な助け手です。何が起きたのでしょう？ああ、たしかに彼は征服されました――しかし圧倒的勝利だったのです。敵が協力者になったのです。


  ああ、「それではサタンは私たちの味方なのですか？」とあなたたちは言うかもしれません。いいえ、彼は私たちの味方ではありません。この類推はここで破綻すると思います。しかし、新約聖書には何と書いてあるでしょう？「あなたたちに知っていただきたいのですが、兄弟たちよ、私に降りかかったことは、さらなる進展のためだったのです……」。降りかかったこれらのこととはサタンの活動でした。そして、主はサタンの働きを握って、御旨に役立つようにされました。これは圧倒的勝利です！


  おそらく、私たちはむしろ、主が彼を一掃されること、彼の抵抗を全く一掃されることを願うでしょう。しかし、主が天と地における全権能をふるって、最終的に敵を御旨に役立たせる方が優っています。これが圧倒的勝利者です。あなたも私も、彼が嫌々仕える僕であることを知っています。しかし、新約聖書全体にわたってこのとおりです。例えば、「カエサルの家にいる聖徒たち…」云々のようにです。


  十字架はこの世の君を公的にイエス・キリストに従わせたことがわかります。十字架は、呪いの下にあるこの世そのものに対する死の判決でした。（私はここでもパウロに従っています。）呪いの下にあるこの世に対する死の判決でした。イエスご自身、十字架に至った時、祈りの中でひざまずき、弟子たちの数名がいるところで、御父に心を高く上げて言われました、「わたしがこの世のものではないように、彼らもこの世のものではありません。わたしが祈るのは、あなたが彼らをこの世から連れ出されることではなく、悪しき者から彼らを守ってくださることです」。この世は追放されます。この世の体系、この世の霊、この世の影響は、十字架によって追放されます。世的クリスチャンなるものは存在しません。もしあなたが世的なら、あなたは自分のクリスチャン生活に矛盾しています。しかし、このとおり、十字架はこの世の上に死の判決を下したのです。


  これは消極面ですが、パウロがイエス・キリストの中に見た十字架は新創造のＤデイ（D-Day）でした。「Ｄデイ」――これは何でしょう？解放日（Deliverance Day）です！ペテロはこの中を歩んで私たちに次のように言わずにはいられませんでした。


  「ほむべきかな、私たちの主イエス・キリストの神また父。彼は私たちを再生して、イエス・キリストの死者からの復活によって、私たちを生ける望みの中にもたらし、朽ちず、汚れず、しぼまない、あなたたちのために天に蓄えられている嗣業を得させてくださいました。あなたたちは神の力によって守られています。」


  このＤデイ――は新創造のための新たな希望です。被造物は、イエスの死者からの復活により、十字架を通して、新しい命、新しい希望の中に入ります。


  十字架に基づく御霊による務め


  さて、確かにこれはみな、十字架についての遥かに大きな観念を私たちに与えます。この三つの点の基礎をすべて網羅することは私にはできないでしょう。ですから、務めと教会というこの二つを一緒にすることにします。よく聞いてください、この二つは十字架から発し、十字架固有のものです。十字架なくして教会はありません。十字架なくして務めはありません。ですから、十字架は聖霊が務めのために宿営される立場です。それゆえ、十字架がこれほど攻撃されている理由がわかります。それらの攻撃は、十字架の宣べ伝えを排除するためであり、十字架とは裏腹の外見を十字架に帯びさせるためです。


  もしあなたが聖霊の力の中で十字架の生活を生き、十字架につけられたキリストを供給するなら、聖霊はその上に臨んでくださいます！彼はその上に臨んでくださいます！聖霊が宿営される場所、聖霊が協力の立場を取られる場所を、あなたは知りたくないでしょうか？――彼がその立場を取られるのは常に十字架上においてです。十字架が基礎とならないかぎり、あなたは決して聖霊の豊かさを知る純粋な正しい知識には至れません。間違った正反対の多くの事柄のただ中にあって、十字架だけが唯一の避け所です。唯一の避け所です。何よりも私が知りたいのは、十字架がどこにあるのかということです。教え、理論、教理、聖書に記されているものとしての十字架ではありません。十字架は生活の中のどこにあるのでしょう？！聖霊が宿営されるのは、聖霊の力によって宣べ伝えられる、十字架につけられたキリストです。


  パウロは、「ここに神の知恵」（天からの最も賢い知恵）「神の力」（天からの最も強い力）がある、と述べています――それは「十字架につけられたキリスト」です。繰り返しますが、十字架のメッセージはたんなる教理や教えではありません。それは人間生活についてのメッセージです。十字架を教えられるようになるには、私たちはそれを知り、それを経験しなければなりません。それは私たちの内に何かをなさなければなりません、私たちの内に劇的なことをなさなければなりません。宣教者、奉仕者、務めは、十字架につけられた奉仕者や器でなければなりません。与えられるものが十字架の教理ではないこと、それを与える人が十字架につけられた人であることが、大いに明確でなければなりません。これは私たちを大いに探ります、そうではないでしょうか？


  十字架についての私たちの会話に注意しましょう。ああ、十字架についてどう話すのかに注意してください。多くの人々が私のもとに来て、「私が十字架の教えに辿り着いたのはだいぶ前のことです。私は十字架のメッセージに辿り着きました」と言います。兄弟たち、十字架が何らかの「事柄」になってしまったことがわかります。「十字架は、聖霊によって、私の内に何事かをなしました。それによって、十字架は教理、理論、話題を遥かに超えたものになりました」と言える方が、なんと遥かによいことでしょう。「あなたがあまりにやかましく話すので、あなたの言うことが聞こえない」という古いことわざ、古い格言があります。たしかに、この格言には一理ありますが、私はあなたが述べていることを見たいのです。


  そうです、務めは十字架の立場に基づく御霊による務めでなければなりません。聖霊は務めの中に何を許されるでしょう？彼は務めの中に何を許されるでしょう、務めの中に何を許されないでしょう？先に進むにつれて、あなたはこれについて多く学びます。私が宣べ伝えの分野に大いにのめりこんでいた昔のことです。それは十字架の一大転機の前のことでしたが、私は良い説教を準備するために熱心に働きました。説教を造り上げるために何でも掻き集めました。色々なところから引用や様々な詩を掻き集めました。後日、私は説教をしました。そして、説教のさなか、私は強調するためにある詩人から引用しました。するとその時、私の説教は底が抜けてしまったのです。すべて台無しになってしまい、私は最後に辿り着くためにもがかなければなりませんでした。私は家に帰って、これについて主に近づきました。その詩人（とても有名な詩人です）について調べた時、主は私に言われました、「その詩人は現代主義者であり、自由主義の神学者であって、キリストのパースンと贖いに関する偉大な数々の真理を信じていないことを、あなたは知っていますか？――それなのに、あなたは今朝彼を味方として引用して、自分の説教を成功させようとしたのです！」。私はその日、一つの教訓を学びました。一生ものの教訓です。真に私たちが十字架の下にいるなら、親愛なる友人たちよ、御霊が許されること、許されないことがわかるようになるでしょう。十字架にはこのような意味があることに私たちは気づきます。あの領域では、すべての底が抜けてしまいます。私は細かすぎるでしょうか？ああ、務めに対してはそんなことはありません。私は務めとは何かを定義しました（説教壇の務め、講壇の務めだけでなく）クリスチャンの機能についても定義しました――それはキリストを供給することです。キリストを与えること、これが務めです。そして、この務めは十字架から発しなければなりません。なぜなら、この務めはそこから始まるからです。パウロの務めはそこから始まりました。十字架があらゆる真の聖霊の務めの源でなければなりません。


  さて、教会に関して、その性質と目的について、現在及び永遠にわたって、神はどのような御心をこの選びの器に関して永遠の昔から抱いてこられたのでしょう？それは何でしょう？神の御旨における教会の存在理由は何でしょう？それ自身が十字架のこのあらゆる意義の器、具現化となるためにほかなりません。その務めや奉仕者たちと同じように、教会もまた、十字架につけられたキリストを宣べ伝えて、神を知るすべての知識を聖霊によって人々にもたらす、十字架につけられた教会でなければなりません。その教会は十字架につけられた教会です。ああ、十字架で起きた打撃をあなたたちは最初に見ました。この朝の黙想の最初に見ました――この世の人々だけでなく弟子たちに対する打撃でもありました。彼ら自身の人性が十字架でどれほど打撃を受けたのかを私たちは見ました。彼らは粉砕されて、主イエスの十字架に至った時、残っているものは何もない人々でした。主イエスの復活の中で、教会は始まります。彼は散らされた破片を集め、至る所でその器を再び一緒にされます。しかし、それは別の立場に基づいてです。なぜ彼は四十日間とどまられたのでしょう？なぜでしょう？――確実に彼らを新しい立場の上に立たせるためです。新しい立場である復活の意義を確実に彼らに把握させるためです。また、どうして彼は彼らをはるかベタニヤまで導き出して、はっきりと見える様で彼らから離れて栄光の中に入られたのでしょう？――教会は新しい立場の上に、今や天的立場の上に、天的立場の上にあること、そして、教会の本部はエルサレムではないことを、彼らに知らしめるためです。教会の本部は天にあります！すべては今や天から支配されなければなりません。それは高く上げられたこの人のためです。彼がかしらであり、統治者です。しかし、それは天的です。


  私の言葉は理解不能でしょうか、それともおなじみでしょうか？キリストはこの新しい人類の代表者として天に据えられました。そして、天から遣わされた聖霊は、すべてを統治し、すべてを対処し、すべての事柄やすべての人の中で働くためです――第一に、古い人類とその発達を裁いて追放するためであり、第二に、この別の人類を開始・発達させるためです。これが聖霊がここにおられる目的です。


  ヘブル人への手紙の著者は、父親と子供と息子について、とても単純に説明しています。この手紙は「わが子よ、主の懲らしめを軽んじてはならない」と述べているからです。主の懲らしめ――父親が自分の子を懲らしめるのと同じです。では、子を持つ父親であるあなたはどうでしょう、あなたは彼らをどう扱っているでしょうか？さて、あなたはこのような言い方はしないかもしれませんが、これが新約聖書が言わんとしている意味です、「私はあなたを一人前にするつもりです。私はあなたを一人前にすることに取り組んでいます。私がしていること、私がそれを行う方法に関して、時としてあなたはあまり幸いに感じないかもしれません。しかし、私はあなたを一人前にするつもりです」。パウロはこの人々に向かって、「ただの人のようであってはならない」と述べています。聖霊が発達させるために降臨されたのは、一人の人、一人の人間、「キリストにある人の完全な身の丈」に至る人種です。これはパウロの実際の言葉です（そして、これは兄弟たちにあてはまるのと同じように姉妹たちにもあてはまります）。キリストにある一人の人です。みな、キリストにある一人の人です。「キリスト・イエスにあってみな一つ」という御言葉の完全な翻訳を翻訳者たちが与えていないのは残念です。そうではなく、「みな、一人の人」です。それは男性です。「みな、キリスト・イエスにあって一人の人」です。そして、聖霊の御業は私たちを一人前にすることです。ああ、そうです、しかし、あの人にしたがっている人です。これはあの人性にしたがっているでしょうか？すべてはあの人性にしたがっているでしょうか。このためにイエスは地上に三年半おられました。人の中の人ですが、他のどの人とも異なっておられます。すべては「御子のかたちに同形化」されます。


  十字架につけられた教会は一つの器、一つの道具である：御座に触れる


  兄弟たち、私は間もなく終えることにします。しかし、私は、今と来るべき諸々の時代における教会の地位に大いに迫りたいと思います。これはとても大きな問題なので、私は一点に集中して、あなたを試して助けることにします。私たちは祈りの問題に集中することにします。私は確信していますが、なされるべき回復全体の中で、私が今述べようとしている方法による、祈りの回復がとても、とても重要です。


  親愛なる友よ、教会がその正しい地位にあり、適切に構成されるとき、教会の地位はどのようなものになるのか、あなたは見たことがあるでしょうか？今、私は宇宙教会について述べているのではありません。それについてはこれが当てはまります。しかし、ある地域教会について考えることにしましょう。キリストはどこにおられるのでしょう？――「彼は神の右手に座しておられます」。右手は何を意味するのでしょう？――権力の地位、権威の地位、統治の地位です。右手――彼はそこに「彼のからだである教会のかしら」としておられます。彼は天と地のあらゆる権威を賦与・授与されています！あなたはこれについて時々疑問に思ったことはないでしょうか？事の成り行きを見て、地上のこの世におけるキリストの権威について疑問に思ったことはないでしょうか？これ――天と地のあらゆる権威――についていぶかったことはないでしょうか？さて、親愛なる友よ、主イエスの十字架・復活・高揚に基づいて適切に構成された、教会の一つの核をどこかの場所に―― 一つの核をどこかの場所に――あなたが得るとき、あなたは御座に結合されます。そして、その基礎の上で、そのような道具として、あなたが祈る時、あなたは地上で天上の事柄に触れることになります。私たちは何かを失っていたのではないでしょうか？


  私は以前、一九二五年の私の初のアメリカ訪問に関する個人的経験について、あなたたちにお話ししたと思います。当時、私はまさに教会の偉大な諸原則について、十字架と教会について学んでいるところでした。そして、私はボストンのある教会の集会に話をしに行きました。私は自分のホテル、自分の部屋に入りました。そして、そこに入った時、戦いと暗闇と悪の恐ろしい感覚が私の上に臨みました。それはあまりにも恐ろしいものでした。しかも、私はすぐに奉仕しに行かなければなりませんでした。私は言いました、「具合がよくありません、こんな状態で行って奉仕することはできません、何かが起きようとしています」。それは実に恐ろしかったのです。アブラハムはいわゆる「大いなる暗闇の恐怖」を知っていました。それは私にとってそのようなものでした。そして私は、敵との戦いについて自分が知っている手段を用い始めました。たとえば、「神の御言葉である御霊の剣」を敵に対して用いることや、血潮に訴えること等です。しかし、何も起きませんでした。何も起きませんでした。私は、この霊の戦いを戦おうとして、その部屋の中を行き来しましたが、決して切り抜けられませんでした。私は主に叫びました、「主よ、これはどういうことでしょう？あなたは何を語っておられるのでしょう？私はあなたのみこころから外れてしまったのでしょうか？私はここにいるべきではないのでしょうか？これはどういうことなのでしょう、主よ？」。すると次のような明確な返事が私に臨みました、「主の民のあなたのための祈りの中に立ちなさい」。さて、これは実に単純ですが、私は自分の部屋の中で言いました、「私は主イエスの御名によって、私のためにささげられている教会の祈りの効力の中に信仰によって立ちます」。するとそのようにして、この問題はすっかり消えたのです！私たちは切り抜けたのです！


  さて、話はこれで終わりではありません。私はロンドンの私の兄弟たちに書き送って、自分の経験について彼らに話しました。一人の兄弟が返事をして言いました、「ロンドンとボストンの間の五時間の時差を考慮に入れて、それが起きた正確な時刻を知らせていただけないでしょうか。それが起きた時間を教えていただけないでしょうか？」。そこで、それが起きた時間を私は彼らに書き送って告げました。彼は返事を書き送って言いました、「まさにその時、私たちは祈りのために集まっていました。私たちはあなたが大きな戦いに遭っているのを感じて、あなたのためにその戦いを取り上げて祈り抜かなければならないと感じました。そして、私たちはそうしたのです」。


  さて、私の言わんとしていることがおわかりいただけるでしょうか？個人的経験を述べたことをお許しください。しかし、原則を見てください。さて、三千マイル離れていて――世界時間で五時間異なっているのに、教会が祈るまさにその瞬間、遠くで何かが起きます。天上の敵に触れます――天の権威、そして地上の状況に触れます――地上の権威、御座に触れるのです！今そのようなものがほしくないでしょうか？あの「天におけるあらゆる権威」の衝撃力の下に服すべき悪の勢力が天上にいるのではないでしょうか？諸教会から成る教会においても、あの「地におけるあらゆる権威」をもたらして変える必要がある諸々の状況が存在するのではないでしょうか？教会はそのための器であり、そのための道具です！ああ、十字架の力と復活・昇天された主の権威というこの立場にある各地の集団が必要です！これが大いに必要です。あなたが自分の場所に戻ったら、これについて主に尋ねてください。ああ、いわゆる「祈りの戦い」や悪魔を直接攻撃する「技術」に注意してください。注意してください、彼はあなたを滅茶苦茶にしようとします。彼は自分の時を待っています。十字架の中に隠れなさい。覚えておいてください、これを行うのはあなたの力や知恵ではなく、十字架につけられた器です。


  しかし、ああ、主はその種の使命の回復を必要としておられます。それはこれで終わりではありません。来るべき諸々の時代における教会の使命を私は述べました――ああ、その時は悪魔に対抗するためではなかったかもしれませんが、過日私は御言葉を引用してあなたたちに「私にはその意味がわかりません」と告げました。その御言葉とは、「あなたたちは知らないのですか？」とパウロがコリント人たちに述べた箇所です。「私たちは御使いたちを裁くことになるのです」。私たちが御使いたちを裁くですって？これが意味するのは、御使いたちは悪を行っているとか、私たちによって永遠に裁きの中に入れられるということではありません。それが意味するのは統治です。何をなすべきか、彼らに何が要求されているのかを、彼らに告げるのです。ああ、その意味、それが一体全体何を意味するのか、私にはわかりません。しかし、御言葉は「私たちは御使いたちを裁くことになるのです」と述べています。来るべき諸々の時代にわたって、キリストの管理上の道具となるのは教会です――そして教会は今、管理を学ばなければなりません。


  私たちは学びの学校の中にいます。素晴らしい学校です、来るべき諸々の時代における…来るべき諸々の時代における、このような巨大な使命を果たすことを学ぶ学校です。この学校はそのためです。そしてもし私たちが真に十字架を経て、聖霊の下に、油塗りの御霊の下にあるなら、そしてもし私たちがみな「一つ御霊の中で一つからだの中へとバプテスマされ」ているなら、もしそれが真実なら、（おそらく、バプテスマとは何なのか、油塗りとは何なのか、このからだとは何なのか、私たちはますます明らかになってきているでしょう）、もしこれが真実なら、私たちは今、聖霊の教育の下にあります。この教育は実際的教育であって、理論的教育ではありません。主が戻って来られるとき卒業するために、私たちは彼の教育の中にあります――卒業してあの使命の中に入るのです。この使命をもって私たちは召されたのであり、この使命に至るよう神のみこころにより永遠の過去から定められていたのです。それは来るべき諸々の時代にわたって彼の統治上の器となることです。


  素晴らしすぎて把握できません！これはあなたの理解を超えているでしょうか？これは私の理解を超えています。しかし、これはパウロが教えていることであり、今、私たちと共に始まらなければなりません。「そして今」と彼は述べています。「天上にいる主権者たちに、神の多種多様な知恵を、教会において知らしめるためです」。これは素晴らしい使命です。しかし、私たちはなんと至らないものでしょう。


  さて、今朝、あなたたちが把握して取り組むには、きっとこれで十分でしょう。もっと多くのことを述べることもできましたが、今はこれで十分です。これについて沈思黙考し、黙想してください。親愛なる友よ、私があなたたちに述べようとしてきたこと、そして、主があなたたちに示そうとしてこられたこと、これはみな、主イエス・キリストの十字架についての経験的知識から発しています。これはそうです。そして今や、十字架がその両面において何を意味するのか、あなたたちは見ています。どうかそれがたんなる主題、教理、教えではなく、あらゆる領域で力強い現実となりますように。祈りましょう……


  主よ、私たちは大いに自覚しています、私たちがこのような領域に触れる時、そこには戦いや争いを引き起こそうとするものが多くあって、見聞きするのが困難になることを。ですから今、この課程、この時の終わりにあたって、私たちは御座におられるあなたに向かって嘆願しなければなりません。どうかあなたの権威、あなたの力を行使して、これらの事柄を現実に、私たちの中で生ける現実にしてください。一九六八年の集会のたんなる主題や、ある人々が彼らの務めの中で従ったたんなるお題目とはならせないでください。しかし、おお、神よ、私たちを救い、あなたが語っておられる事柄の益に浴させてください。それを生き生きとしたものにし、私たちの中で力としてください。どうかそれが地と天に影響を及ぼしますように。主イエスの御名の中で祈ります、アーメン。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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